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第一話








「おはよう、おまえたち……今日もご苦労様」

　ふわ、とあくびを噛み殺しながら窓を開け、ジャスミンは窓辺に集まった小鳥たちに挨拶した。

　近くに置かれた餌箱の中にぱらぱらと雑穀を入れてやると、盛んに鳴いていた小鳥たちが一斉にそれに群がっていく。

　それを横目に見ながら、ジャスミンは「うーん」と伸びをし、それから大きく息を吸い込んだ。

　まだ日が昇ったばかりの時刻、空気からは朝露に濡れる森特有の清涼さが感じられる。見上げた空はまだ朝焼けの色に染まっていて、雲の姿は見つからなかった。

　どうやら今日も快晴らしい。

（そろそろ、雨の季節が来る頃のはずなんだけどな……）

　降っていれば必要ないのだが、やはり自分で水まきをしなければならなさそうだ。

　毎朝の習慣とはいえ、基本的に朝が弱い自分にとってはいつになっても大変な仕事だ。

　恨みがましく空を見つめたあと、ジャスミンはぱたんと窓を閉め、クローゼットの扉を開いた。

　中には同じようなローブが何枚かさがっているだけの、殺風景なクローゼットだ。

　とても十九の娘のものとは思えないが、ジャスミンはとりたてて気にしていなかった。

　なにしろ、ここは国境近くの広大な森。その奥にある、古びたとんがり屋根の建物が彼女の住まいだ。

　壁はところどころ塗装が剥げ、屋根もだいぶ痛んでしまっている。直したいが、ジャスミン一人の手には負えず、放置したままだ。

　そんな寂れた場所だが、先代がいた五年前まではそれなりに依頼人の訪れもあった。だが、彼女が亡くなった今ではそれも途絶えてしまっている。今では月に一度か二度、近くの町から商人が必要なものを届けてくれる程度しか人の出入りはない。

　そんなところで身なりを気にしたところで、大した意味などなかった。

　適当に選んだローブを頭から被り、ぱたんと扉を閉める。すると、クローゼットの脇に据え付けてある、大きな姿見が視界に入った。

　そこには、黒い髪に金色の瞳をした、やせっぽちの女──見慣れた自分の姿が映っている。ジャスミンはつと鏡に手を伸ばすと、金色の瞳が映る部分にそっと指で触れた。

　──この瞳は、魔女の証。

　ふ、と知らず知らずのうちに詰めていた息を吐き出し、ジャスミンは小さく首を振った。

　自分は両親の顔を知らない。産まれてすぐに、この森の入り口に捨てられていたのだと聞かされている。

　おそらく、実の両親は、魔女の証となる金の瞳を持つ子どもを、育てる自信がなかったのだろう。そのことについて、ジャスミンは特別に両親を恨む気持ちはない。

　それは、彼女を拾って育ててくれた先代魔女のおかげだ。

（師匠……）

　彼女は拾い子であるジャスミンを、愛情たっぷりに育ててくれた。それだけではなく、力の使い方も魔法薬の作り方も、何もかもを伝授してくれ、これからジャスミンが魔女として生きていく上で、困らないようにしてくれたのだ。つまり彼女は、育ての親のみならず、師匠でもあった。

　だが、その魔女も年齢には抗えず、五年前に亡くなった。

　今この家に暮らしているのは、ジャスミンだけだ。

　顔を上げれば、先ほどとまったく代わり映えのしない無表情な自分の顔がそこにある。

　髪を適当に自分で切っているせいか、前髪がやけにガタガタなのが今日はなんだか気になった。

　ちょいちょい、と手で一応直してみるも、あまり意味は無い。

「ま、いっか……」

　気持ちを切り替えるように、ひょいと肩をすくめたジャスミンは、小さな声でそう呟くと寝室の扉を開け、廊下へ出た。

　そのまま階段を降り、リビングに向かう。窓からはうっすらと外の光が差し込んでいて、部屋の中はぼんやりと明るくなっていた。

　ダイニングテーブルの上には、昨夜読んでいた師匠のノートが広げっぱなしになっている。

　魔法薬の作り方が詳細に書かれたそのノートは、半年ほど前に師匠の使っていた部屋から発掘したものだ。

　教えてもらった薬よりも、もっと強力な──いわゆる「秘薬」と呼ばれるものの製法が、そこには書かれている。

　おそらく、自分のための覚え書きなのだろう。文字はとても乱雑で、解読するのにかなりの時間を要していた。

　暇さえあれば懸命に取り組んではいるものの、他にもやらなければならないことは山積みだ。進展は微々たるものと言わざるを得ない。

　けれど、実際に解読をして秘薬の作成に成功すれば、少し生活は楽になるだろう。それに、知名度が上がれば昔のように依頼人が来るようになるかもしれない。

（すぐにでも続きに手をつけたいけど……）

　そわそわしながら、ジャスミンは小さく息を吐き出すと首を振った。それは、日課と朝食を済ませてからだ。

　朝食は一日の活力の源だ。きちんと食べるように、と師匠が口うるさく言っていたのを思い出し、少しだけ頬が緩む。

　がちゃりと玄関を開けて外に出ると、小さな玄関ポーチからは森へと続く歩道が伸びており、その両脇に薬草畑が広がっていた。

　この薬草畑に朝一番に水やりをするのが、ジャスミンの日課というわけだ。

「さ、ちゃっちゃと済ませて、朝ご飯食べないとね」

　すっと目を閉じ、両手を天にかざす。意識を指先に集中し、ジャスミンは口の中で呪文を唱えた。

　指先から魔力が抜けていく感覚に目を開くと、そこにうっすらと灰色がかった靄が集まっているのが見える。ぐっとお腹に力を込めると、それはだんだんと大きくなり、畑の上一帯に雲を形作った。

　それを確認してもう一度目を閉じ、ジャスミンはその雲に向かって魔力を注いだ。すると、ぽつぽつと小さな水音がし、やがてそれはざあっと勢いのある雨音に変化する。

　充分な時間をおいてからゆっくりと目を開くと、畑の薬草たちは水分を吸って、生き生きとその葉を揺らしていた。

　すでに魔力で作った雨雲は散り、昇ってきた太陽の光を水滴が反射して、きらきらと輝いている。

　その様子を満足げに眺めてから、ジャスミンは家の中へと戻っていく。

　一人で住むには広い室内には、少々年季の入ったソファセットとダイニングテーブルが置かれていて、その奥がかまどを備えた台所だ。

　壁際は棚で埋め尽くされていて、食器はもちろん、使わなくなった調剤器具やその材料、それから魔法書が雑然と詰め込まれている。

　さらにはここのところ掃除をさぼり気味であるため、ダイニングテーブルの上には食器が積み上がり、あまり綺麗とは言い難い状態だ。

　ただ、大きな窓からたっぷりと光が入るため、部屋の中は外見から想像するほど荒れ果てた雰囲気ではない。それでも、ジャスミンのような年若い女性が住んでいるにしては、どこか殺風景といえるだろう。

「さて、朝ご飯……朝ご飯、って……ああ……っ!!」

　軽い足取りで台所へと直行したジャスミンは、かごの中を覗いて悲鳴じみた声をあげた。そこに入っているはずのパンの姿が見当たらない。

（そうだった、昨日の夜……）

　師匠のノートを解読しているうちにだんだんお腹が空いてきてしまい、パンを食べてしまったのだ。

　あの時はノートの内容に夢中になっていたせいで、かごの中身をよく確認していなかった。まさかあれが、最後のパンだったとは。

「あぁ……ハムもない！　うぐ……っ」

　魔力で動く保冷庫の中身を確認してみたが、食べられそうなものはチーズのかけらくらいだ。そんなぁ、と脱力して床にへたり込んだジャスミンだったが、はっとあることに気付いて指を折り、日にちを数え始めた。

（ひい、ふう、みい、よ……。そうだ、明日はマイケルさんが来る日のはず……！）

　マイケルというのは、月に一、二度来てくれる商人の名だ。師匠がまだ生きていた頃から懇意にしていて、魔法薬を店に置いてくれているのも彼だ。

　師匠が亡くなってからも気にかけてくれ、毎月決まった食料を届けてくれるなどの便宜も図ってくれている。マイケルが来るまで、一日我慢するだけで済むはずだ。

　過去には一週間ほど水と木の実だけで生活する羽目になったこともあるので、それに比べたら全然ましである。

「よかったぁ……」

　はあ、と大きく安堵のため息を吐き出して、ジャスミンはぐうと鳴るお腹をなだめるようにそっとさすった。

「こういうことにならないよう、少し多めに頼んでおこうかなぁ……。でも、先立つものが……ああ……」

　だんだんと蓄えも乏しくなってきている。ジャスミンはがっくりと項垂れた。

　なにしろ、師匠が亡くなってからは、ジャスミンの作る魔法薬だけが収入源。だがそれも、年々売り上げが落ちてきている。

　師匠が生きていた頃は、時折魔女の力を借りたいという依頼人が訪れ、彼らから報酬を得ることもあった。だが、そちらのほうは師匠が亡くなったということが広まってから、ぱたりと訪れがなくなっている。

（ま、仕方ないよね……）

　高齢だった師匠は、その分魔女として様々な方法で人々を救い、その評判を聞いて依頼人がやってきていたのだ。

　まだ年若いジャスミンが魔女の名を継いだと言ったところで、そうそうすぐに信用されるわけではない。

　何か実績があれば別だろうが。

　仕方がない、彼が来るまでに頼む内容を考えてみよう。なるべく安めの食材を多くしてもらえば、量だけは増やせるはずだ。

　それか、甘いものを我慢するか。

「はあ、せちがらい……」

　この森の中で代わり映えのない生活を送っている彼女にとって、たまに食べるお菓子はたった一つの楽しみだ。だというのに、それを我慢しなければならないとは。

　深々とため息をついたジャスミンは、肩をすくめるとマイケルに頼む食材のリストを新たに作成し始めた。

「パンを買うのではなくて、小麦粉を頼む……？　そうすれば、自分で捏ねて焼くだけよね……」

　鼻の頭に皺を寄せ、ぶつぶつと呟きながらペンを走らせる。しばらく使っていないものだが、パンを焼くための窯はあるので、掃除をすれば大丈夫だろう。

　念のため使えるかどうか確認しておこう、とペンを置いたジャスミンは、ふと視界の端を何かが掠めたような気がして窓の外へ視線を向けた。

「何か……動いた……？」

　今日はマイケルの来る日ではない。しかし、彼以外にここに近づく人間などいない。となれば、森の動物だろうか。

　危険な動物は魔法で近寄れないようにしてあるから問題ないだろう。

　だが、なんだか妙に気になる。ジャスミンは窓に近づくと、カーテンの隙間から外の様子を窺った。

　すると、ちょうど薬草畑の向こう側に、黒っぽい影が見える。

　目をこらすと、どうやらフードを目深に被った人間のようだ。しかも、体格からして男性である。

　この辺ではまず、見かけない風貌だ。ジャスミンは首を傾げ、目を凝らした。

　フードの影になっているため顔はよくわからないが、立ち姿がやけに綺麗だ。思わず見蕩れていると、彼はまるでその視線に気付いたかのようにふっと顔を上げた。

　その瞳が、まっすぐにこちらを見つめているような気がして、思わず息を呑む。

　ここは、師匠の造った魔女の家。窓には認識阻害の魔法がかけられており、外から中をのぞき見ることはできないはずだ。

（ぐ……偶然よね……？）

　そうだ、と小さく呟いて、ジャスミンは胸の上で手を組み合わせ、忙しく頭を働かせた。

　もしかしたら──彼は久々に現れた依頼人なのかもしれない。本当にここに魔女が住んでいるのか、様子を窺っているのだろう。

「そう、よね……？」

　ぽつりと呟きながらも、ジャスミンは彼の──フードの下から覗く、力強い青い瞳から視線をそらせずにいた。

　──どれくらい、そうしていただろうか。

　先に動いたのは、青年の方だった。

　玄関へと続く細い道をゆっくりと歩き、だんだんこちらへ近づいてくる。

　そうすると、ジャスミンの目には彼の顔立ちがはっきりと見えるようになってきた。

　その容姿に、思わず感嘆の吐息が漏れる。

　フードの下からのぞく前髪は、艶のある銀。眉はきりりとしていて、切れ長の瞳に高い鼻、それから形の良い唇が絶妙のバランスで配置されている。

　こんな森の奥ではめったにお目にかかれない、美貌の主だ。

（……っていうか、そもそもマイケルさん以外と会ったのっていつが最後だろうってレベルだけど）

　思わず見蕩れながら心の中で呟いて、ジャスミンは苦笑した。

　それにしても、彼のような人物が一体この魔女の家にどんな用件でやってきたのだろう。

「ま、とにかくどんな用件だろうと、一度は話を聞かなくちゃね」

　魔女の力を頼りにしてきた相手の話は、なんであれ一度は等しく話を聞くこと──それが亡き師匠が常にジャスミンに言い聞かせてきたことだ。

　だが、初めての依頼人だと思うと緊張する。すーはー、と深呼吸を繰り返し、よし、と大きく頷いたその時、玄関のノッカーがカンカン、と軽い音を立てた。

　思わずびくん、と身体が跳ねる。

　どきどきと早鐘を打つ胸を押さえ、恐る恐る振り返った時、扉の向こうから戸惑ったような声が聞こえてきた。

「すみません……どなたか、どなたかいらっしゃいませんか!?」

「はっ……はい！」

　どこか必死な響きを感じ取り、ジャスミンは慌てて玄関の扉のノブを握った。ごくり、とつばを飲み込んでからゆっくりと扉を開く。

　するとそこには先ほど見た、深緑のフード付きマントをまとった青年が佇んでいた。もう一度ノッカーを鳴らそうとしていたのか、半端に腕を伸ばしかけた格好でこちらを見つめている。

　その顔には、明らかに驚きと戸惑いの表情が浮かんでいた。

　何かを確認するかのように、ジャスミンを上から下まで何度も見直し、首を傾げている。

　そんな青年の姿に、ジャスミンもまた首を傾げた。

（魔女に……用、というわけではないのかしら……？）

　それとも、どこか自分の姿におかしなところでもあるのだろうか。

　気になって自分の身体を見おろしてみるが、いつもと同じローブが目に入るだけだ。全体的に着古した感はあるが、きちんと洗濯はしているので汚れているわけではないし、そんなにまじまじと見られるような変わった装いではない。ごく一般的な、魔女の装いだ。

（……そりゃあ、師匠はもう少ししゃれっ気があったかもだけど）

　ま、さほど変わりないだろう。そもそも、師匠以外の魔女とは会ったことがないので、一般的な魔女というものが何なのかジャスミンにもわからないが。

　とにかく──何も思い当たることがないので、彼女はぱちぱち、と目を瞬かせて青年の顔へと視線を戻した。だが彼はまだ何かを考え込むように顎を撫で、こちらを見つめている。

「あの、どう……」

「……ここは……魔女殿の家、に相違ないでしょうか」

　なんだかいたたまれなくなり、思い切って口を開いた矢先──青年もまた、同じタイミングで口を開いた。

「え？　ええ……もちろん、そのとおりですよ」

　そんなこと、聞くまでもないことだろう。だって、目の前に魔女がいるのだから。

　なんとはなしに胸を張り、ジャスミンは誇らしげにそう答える。

　すると、青年はわずかに首を傾げた後、何かに気付いたかのように口を開き、こう言った。

「そうか、じゃあ……申し訳ないのだけれど、魔女殿を呼んでいただけないだろうか」

　──と。




「いやぁ……申し訳ない」

「そんなに何度も謝っていただかなくても結構です！」

　口ではそう言うものの、ジャスミンは明らかに不満そうな表情を浮かべていた。

　彼は、ここに住んでいるのは高齢の魔女だと聞いていたと言う。そこへ、ジャスミンのようなかわいらしい女の子が現れたので、てっきり魔女の弟子か、もしくは小間使いと勘違いしてしまった、と弁明した。

（何が「かわいい」よ……）

　かしゃん、と常よりも少し乱暴な仕草で盆をテーブルの上に置くと、湯気の立つカップを彼の前へと置く。自分の分は、いつも使っているマグカップだ。

　そのまますとんと腰を下ろすと、テーブルの向こう側で青年が困ったような笑みを浮かべ、ぽりぽりと頭を掻いた。

　だが、謝罪する口ぶりこそ殊勝ではあるけれど、その口元が笑いを堪えるようにヒクヒクと引きつっているのがまるわかりだ。

（ば、ばかにしてえ〜〜〜〜〜っ!!）

　確かに自分は、十九歳という年齢の割に身体は細く、背もそれほど高くない。フェリックスと名乗ったこの青年と比べたら、ゆうに頭一個半は低いだろう。

　しかしそれは、彼の背が高いのであって別にジャスミンがチビなわけではない。

　だから、子ども扱いされる謂れなどないのだ。

　むう、と唇を突き出して、ジャスミンは小さな呻き声をあげた。

（こんな失礼なやつでも、話を聞いてあげないといけませんか、師匠……）

　心の中で、天国にいる師匠へとそう問いかける。

　きっと……おそらく、彼女は笑顔でこう言うだろう。

『魔女の力を求めてくるような人間は、とてもとても困っているんだ……それを無碍に追い返すことは、何があってもしちゃだめ。力になれるかどうかは、うん……まあ、場合によるけれど、ね』──と。

　最後に茶目っ気たっぷりに片目を閉じる仕草までもが鮮明に思い出され、ジャスミンはふっと吐息を漏らした。

　そう、師匠はそういう人だ。

　諦めたように首を一つ振ると、ジャスミンは目の前の青年、フェリックスをまじまじと見つめた。

　家に入った時に、深緑のマントは外している。その下から現れた旅装は、一見質素に見えるが生地が厚く、仕立ても良いものだ。

　カップを口元へ運ぶ仕草も綺麗だし、なにより立ち姿だけでなく座った姿勢も美しい。

　フェリックス、と名前だけを名乗ったところから見ても、それなりに高い身分の方であることが推察できる。

（そんな高貴な方が、魔女に──依頼？）

　そんな疑問が顔に出てしまっていたのだろうか。青い瞳がまっすぐにこちらを見たかと思うと、かすかな苦笑がフェリックスの口元に浮かんだ。

「──そろそろ、本題に入りますか」

「え、ええ……どうぞ」

　改まった声音でそう言われると、緊張は嫌が応にも高まる。無意識に組んだ指をお腹の前で擦り合わせ、ジャスミンは真剣な面持ちで彼の言葉を待った。

「実は──さるお方が病に苦しんでいらっしゃる。医師もさじを投げた難病だ」

　フェリックスはそこまでを一息に言うと、一瞬目を伏せ、唇を噛んだ。その沈痛な面持ちから、彼がその「さるお方」をとても気にかけているのが伝わってくる。

　おそらくは、フェリックスにとって身近な人間なのだろう。ジャスミンは胸がきゅっと縮むような気持ちになった。

　自分も身近な人間をなくしている身だ、多少は彼の気持ちもわかる。

　できれば力になってあげたい。けれど、魔女は決して万能の存在ではない。

「……症状は？　なるべく詳しく聞きたいです」

「詳しく、か……。最初は、ええと……四、五年前だったか、手足のしびれから始まったらしい」

　そこから始まったフェリックスの説明は、わかりやすく的確だった。おかげでその病が何であるのか、ジャスミンにも見当をつけることができる。

　だが、そのせいで彼の言う「さるお方」というのが誰のことを指しているのかまでわかってしまった。

（この間、マイケルさんが言っていたわ……）

　一人森の奥に暮らしているジャスミンに、マイケルは様々な噂話やニュースを話して聞かせてくれる。

　その中に、今聞かされた病状と同じ症状に苦しんでいる、とある高貴な人物にかんする話題が含まれていたのだ。

　──ロザンティア王国第一王子、レイモンド・アーヴィング。

　おそらく、フェリックスの言う「さるお方」というのは、彼の事だろう。

（なるほどね……）

　組んでいた手をほどき、ジャスミンは自身の唇に軽く触れた。それは、考え事をする時の彼女の癖だ。

（たぶん、レイモンド王子の病に効く薬を作ることは可能でしょうけど……）

　ちらり、と視線をキッチンへと投げかけ、テーブルの上に置きっぱなしのノートを見やる。

　師匠の残してくれたあのノートには、魔女の秘薬が幾つか書き残されていた。その中で解読できたうちの一つに「生命力を強化する」効能を持つ薬がある。

　症状が話の通りであれば、おそらくそれが有用であるはずだ。

　だが、ジャスミンはすぐにその薬のことを言い出すことができなかった。

　なぜなら、実際にその薬を作ったこともなければ、本当に効果があるのかどうか確かめたわけでもないからだ。

　不確かなことを言ってぬか喜びさせるのは本意ではないし、もしも効果がなかった場合魔女の評判は今よりもずっと低くなってしまうだろう。

　唇を軽く噛み、ジャスミンは小さく首を振った。

　師匠が生きていれば、もっとはっきりとしたことが言えるのに。

　そんな風に思ってしまう。

（けど……）

　ぎゅっと膝の上で拳を握りしめ、ジャスミンは軽く俯き唇を引き結んだ。脳裏に浮かぶのは、師匠の笑顔だ。

　その師匠が生きていたら、きっとこう言うに違いない。

『ジャスミン、可能性があるのなら、力を尽くすのが魔女の仕事だよ』──と。

　それに、と少しだけ打算的な気持ちが顔を出す。

　この依頼を成功させれば、魔女の森に住む魔女は力ある魔女だという証明になり、再び依頼人がやってくるかもしれない。

（そうすれば、収入の心配もなくなる……）

　だったら、答えは一つしかない。

「……魔女殿？」

　顔をあげると、目の前では不安を色濃く浮かべた青い瞳がこちらを見ている。その瞳を見つめ返し、ジャスミンはゆっくりと頷くと口を開いた。

「おそらく──お力になれると思います」

「……本当か!?」

　フェリックスは、がたんと音が立つ勢いで立ち上がると、ジャスミンの手を握った。そのままの勢いでぐっと顔を近づけられ、思わず引き気味になる。

　なにしろ、相手ははっとするような美青年なのだ。

　男性に免疫のないジャスミンには、あまりにも刺激が強すぎる。

　だが彼は、どうやらそんな彼女の様子には気付かなかったようだった。

　先ほどまで色濃く不安の色を浮かべていた瞳を、今は希望にきらきらとさせ、こちらの顔を覗き込んでいる。

（うっ……顔が良い……っ）

　すっかり顔の圧に押されたジャスミンは、引きつった笑みを浮かべてこくこくと頷くと彼の手をやんわりと振り払った。

　少しばかり失礼だったかも、と思ったが、彼はよほど安堵したのか、ほうっと大きくため息をつくと「よかった、よかった」としきりに繰り返している。

　しばらく落ち着くまで様子を見ていようと、ジャスミンは運んできたまま手をつけていなかったカップに手を伸ばし、その中身を一気に飲み干した。

（思ったより、喉渇いてた……）

　どうやら、自分でも無自覚に相当緊張していたらしい。ほっと息をついてから改めてフェリックスの様子を見ると、彼はようやく周囲に目が向いたようで、部屋の中をきょろきょろと見回していた。

　ここには見慣れないものが多く、気になるのだろう。

　だが──来客など想定していない部屋の中は、いろんな素材や資料、そして散らかしっぱなしの食器やらなんやらが雑に積み上がったままだ。

　それが急激に恥ずかしくなって、ジャスミンは慌てて立ち上がった。

「……あ、あのっ……薬、できあがったら連絡しますからっ……！」

　王都の高貴な方に仕えているのだから、彼もそれなりの家柄の人間だ。こんな散らかった部屋など、見たことがないだろう。

　そう思うと、顔から火が出そうな気持ちになる。これでは、魔女の威厳もへったくれもあったものではない。

　何か言いたげな彼を無理矢理玄関の外へと押し出すと、ジャスミンはぱたんと扉を閉め──それから赤くなった顔を隠すように俯いて、その場にずるずるとへたり込んだ。







第二話








「ううーん……」

　ノートを前に、ジャスミンは呻き声を上げた。

　生命力を強化する薬は、秘薬の一種だけあって材料がそこそこ多い。さらには難易度も高いようで、ノートには師匠が走り書きで注釈を沢山書き込んでいる。その部分の解読は後回しにしていたため、まだ完全とは言えなかった。

「癖が強すぎなのよね、師匠の字は……」

　そもそも、人に見せることを想定して書いたものではないからだろう。

　手にしていたペンを放り投げて、ジャスミンはため息をついた。ついでのようにちらりと視線を窓の外へと走らせる。

　だが、窓の外の光景はいつもどおりで変化はない。

（今日は、まだなの……かな……）

　心の中でそう呟いてから、彼女はっと顔を上げた。いけない、こんな風に気を散らしていてはいつになっても作業は進まない。

　なるべく早く薬を準備してあげなければいけないのだから。

「しゅ、集中しないと……」

　両手で顔を挟み、ジャスミンは勢いよく両頬を叩いた。ぺちん、と大きな音がして、次に痛みがやってくる。

　ひりひりする頬を撫でながらノートに視線を落とし、彼女は小さくため息をついた。

（……別に、待ってるわけじゃないし）

　なんとなく言い訳めいた事を考えながら、師匠の癖字と格闘する。しばらくノートとにらめっこしていたが、はあ、とため息とも呻きともつかない声を漏らした彼女は、机にぱたりと突っ伏した。

「も、いいかなぁ……」

　本文だけは、すでに解読済みではある。材料も手順もきちんとわかっているし、この一週間でそれなりに準備も進めていた。

　作るだけなら、なんとかなる。

　けれど、師匠がわざわざ注釈を書き込んでいるのだから、何かあるのかもしれない。

　ただ、この薬を待っている人がいることを思うと、あまり悠長にしていられないのも現実だ。

　思考が堂々巡りしている。少し気分を変えようと背中を伸ばし、ふう、と大きく息を吐いたジャスミンは、唐突に響いたノッカーの音に飛び上がり、そのまま背後にひっくり返った。

「ひゃ……っ!!」

　悲鳴を上げたと同時に、がしゃん、と大きな音を立て、ジャスミンは椅子から転げ落ちた。腰を打った痛みに涙が滲む。

「い、いたた……」

「……っ、ジャスミンさん……!?」

　ジャスミンが大声をあげてしまったせいか、玄関の外からは慌てたようなフェリックスの声と、それからガチャっとノブを回す音が聞こえてくる。

　あ、と思った時にはもう、玄関から飛び込んできたフェリックスが剣を片手に調薬室の入り口に立っていた。

　床にひっくり返ったままのジャスミンと、彼の視線が交差する。

「……あ、いらっしゃい……」

　へら、と笑って片手をあげると、彼はなんとも言えない顔をしながら手を差し出してきた。

　実は、あれから一週間──フェリックスは、毎日のようにジャスミンの元を訪れているのだ。

『えっ……？　その、できたら連絡します、って言いましたよね？』

『うーん、そうなんだけど……』

　依頼を受けた翌日、再び訪ねてきた彼を出迎えたジャスミンが、呆れたようにそう言うと、彼は少し首を傾げつつこう言った。

『ここはとても興味深いからさ……ね、良いでしょ？　邪魔はしないようにするから、見ていても……』

　にこり、と微笑まれると、男性に免疫のないジャスミンはどうにもどぎまぎしてしまう。

　気圧されたように頷くと、フェリックスは「やった！」と飛び上がらんばかりに喜んだ。

『これから毎日来るから』

　そう言って、楽しそうに辺りを見まわした彼に「しまった」と思ったが、これほど喜ばれるともう取り消すのも気が引ける。

（もの珍しいだけみたいだし、どうせすぐに飽きてこなくなるわよね……）

　なんとかそう自分をなだめたものの、事態はジャスミンの予想どおりには運ばなかった。

　それからも本当に毎日、彼はおおよそ決まった時刻にやってくるのだ。

　──しかも。

『差し入れだよ』

　そう言って、毎回甘いお菓子を買ってきてくれたり。

『これ、運んでおこうか』

　重たい荷物を運んでくれたり。

『屋根の修繕をした方が良い。ついでだ、僕がやっておくよ』

　などなど……とにかくマメで気が利くことこの上ない。

　一週間もしないうちに、ジャスミンはすっかり彼の訪れを心待ちにするようになってしまっていた。

（い、いや……違う、違う……待ってないもの……っ）

　ぼんやりと最近の出来事を思い返していたジャスミンは、はっと我に返るとぶんぶんと大きく首を振った。

　その拍子に、手に持っていたフィナンシェを取り落としそうになり、慌てて口へと運ぶ。

　これは、フェリックスが今日差し入れに持ってきてくれたものだ。ついさっきまで、彼も一緒にお茶の時間にしていたのだが、今はいない。いつものごとく「何かすることはあるかな」と楽しそうに部屋を出て行ってしまったからだ。

　彼に働かせるばかりでは申し訳ないので、自分も作業を進めようとフィナンシェ片手にノートに向かっていたのだが、いつのまにかぼんやりしていたらしい。

「おいし……」

　そうぽつりと呟くと、ジャスミンは最後の一口を口の中に放り込んだ。

　どこで買ったものかは知らないが、上品な甘みとバターの香りがたまらない逸品だ。

　さすが、お貴族さまだけあって舌が肥えている。

（そう……）

　彼は王都で高貴な方に仕える身。毎日のようにここに来るのは、秘薬作りの進捗が気になるからだろうし、差し入れも雑用も、すべて秘薬作りを最優先にさせるため。

　それが、ジャスミンなりに、彼がどうして毎日ここに来るのかを考えた結果辿り着いた答えだった。

（どんなに優しくしてくれたって、それは別に私のためじゃないんだから……）

　だから、勘違いしてはいけない。

　そう、自分に言い聞かせる。

　ジャスミンは、ちらりと窓の外を盗み見た。そこには、今日は薪割りをすることにしたらしいフェリックスの姿がある。

　いつもとは違い、上着を脱いで腕まくりした彼は、身体の線がはっきりとわかった。

　しなやかで、均衡のとれたたくましい体つき。どうやら、わりと着痩せするタイプのようだ、と思ってから、慌てて首を振る。

（早く、秘薬を完成させて、元の生活に戻らないと……）

　ノートに視線を戻し、ジャスミンはぐっと拳を握ると軽く頭を振った。余計なことばかり考えて、朝からちっとも作業が進んでいない。

　ミミズののたくったような師匠の字を見つめ、軽く顔をしかめる。

「まったく……師匠ったら、もう少し丁寧に書いてくれたら……」

　は、と小さくため息をつくと、ジャスミンは気持ちを落ち着けるべくお茶のおかわりでも淹れようと、席を立った。




　それから幾日か経った日のこと。

　昼ご飯を済ませ、落ち着いたところで、ジャスミンはいよいよ秘薬の調合に取りかかろうと決めた。間違えて他の薬草を使ったりしないよう、調薬室ではなくダイニングテーブルの上を片付けて、そこを使用することにする。

「こっちに使うやつだけ並べ……られるかな」

　普段はここでノートの解読作業をしていたので、机の上には魔法書や薬草辞典、ペンなどが散らばっている。邪魔になりそうだとそれらを片付けると、充分なスペースが確保できた。

　よし、と頷いて空いた場所にノートを広げる。

「注意事項に書かれていたことも、まあ半分くらい解読できたし……」

　軽く肩をすくめ、ジャスミンはノートをもう一度覗き込んだ。

（まぁ、まさかあんなことが書かれているとは思わなかったけどね）

　内容を確認してみれば、確かに、と頷ける内容ではあったのだが。

　ノートを机の端に押しやると、ジャスミンは調合のための器具を準備し始めた。調薬室から幾つかを運び出して設置すると、薬草やその他の素材を確認し、順番に並べていく。

　薬草は、ものによって調合直前に擂るものと、擂ってから何日か寝かせた方が良いものとに別れている。

「これは、今日の……こっちは、二日前、と……」

　きちんと準備が整っていることを確認し、ジャスミンは気合いを入れて腕まくりした。

　魔法の炎を起こし、器具に調合用の瓶をセットする。その中にはこれも魔法で精製した水が入っていた。魔力を帯びたその水は、ほんのりと金色に光っている。

　それを確認し、ジャスミンは手順に従って調合を開始した。

「まずは、満月の次の日に採取した朝露と……」

　小さな瓶に密封されていたほんの少ししかない液体を、慎重に器の中に垂らす。満月の翌朝にしか採取できないこれは、入手が面倒な素材の一つなのだ。

　息を呑んで見つめる彼女の視線の先で、金色に光っていた水はしゅわ、と小さな音をたて、一瞬朝焼けの色に光る。

　その反応を見て、ジャスミンは満足げに頷いた。今のところ、うまくいっている。

「……って言っても、まだ最初の素材を入れたところまでだけど……ね」

　やはり初めての作業に緊張しているのか、額にはうっすらと汗が滲む。それを軽く拭った時、視界の端で何かが動いたような気がした。

　思わずそちらに目を向けるが、いつもどおり森の木が風に揺れているのが見えるだけ。

（誰かいたような気がしたんだけど……）

　もし誰かいたとすれば、それはフェリックスだろう。マイケルはこの間来たばかりだし、他にここを尋ねてくる人はそういないからだ。

　だが、彼ならばいつもの小道を通ってくる姿が目に入るはず。その姿がないということは、おそらく自分の気のせいだったのだろう。

（うーん……そういえば、いつもだったらフェリックスさんがそろそろ来る時間……なのになぁ……？）

　準備が終わる頃には来る時間になるからちょうど良い、と思っていたのだが、いつもより遅くはないだろうか。

（だいたいいつも、お茶の時間よりは前に来ていたのに……）

　なんとなくそれが気になって、ジャスミンは手をこすり合わせた。だが、すぐにふるふると首をふり、自分に言い聞かせるように口にする。

「ま、別に……時間まできっちり約束しているわけではないのだし……」

　今は、こちらに集中しなければ。なんとなくそわそわとする気持ちを振り払うように、首を振ると、ジャスミンは作業を再開した。

　慎重な手つきで粉末状にした薬草を計り、瓶の中へと投入する。それを長いガラス製の撹拌棒でしっかりと混ぜていく。きちんと溶けたところで、もう一種類。

　これは一般的な病の薬でもよく使う、滋養強壮効果のある薬草で、師匠の注意事項に書かれていたもののうちのひとつでもある。

　乾燥させたものをその場ですり潰し、ジャスミンは小さなスプーンでそれを掬うと、数を数えながら投入し始めた。

「いち、にぃ……さん……」

　その時、再び窓の外で何かが動いたような気配と、それからがさりという物音がして、一瞬気が逸れた。

（今度こそ、フェリックスさんかな……？）

　ちら、と視線を動かし窓の外を見る。だが──どうしたことか、フェリックスの姿はやはり見当たらない。

（おかしいな……）

　いつもなら、とっくに来ている時間だ。

　なんとなくもやもやとしたものを感じながら、ジャスミンは軽く首を振った。こんなことではいけない。もっと集中しないと。

「……さん、し、ご……」

　きっちり山盛り五杯を入れ、魔力を流しながら攪拌する。

　ここから先は、時間勝負だ。

　既に測り終えている素材を投入し、攪拌しながらどんどん魔力を流し込む。そうすると、だんだんと中の液体は乳白色に──ならない。

　瓶の中身は、うっすらと薄紅色に染まっていた。

　その反応は、確かノートに師匠が注意事項として書かれていたものと同じだ。確か、これは……。

「えぇ……!?」

　慌てて手を止め、ノートの記述をもう一度確認する。そこに書かれていた内容に、ジャスミンはぱちぱちと二度瞬きした。

「う、うそ……これ、媚薬……できちゃってる……？」

　薬草の調合量を間違えた場合、という但し書きの下に、みみずののたくったような字で書かれたそれは、ジャスミンの解読が間違いでなければそう読める。

　二回ほどそれを目で追って、ジャスミンは机に突っ伏した。

「失敗〜〜〜〜？」

　はあ、と馬鹿でかいため息が口から漏れる。原因は、言わずともわかっていた。

　──彼の事を、気にしすぎていたからだ。

（違うもん……毎日来てたから、来ないのが不自然だから、だからだもの……）

　ぶるぶると頭を振って、ぱちんと両頬を叩く。気合いを入れ直す時の、ジャスミンなりの儀式だ。

　少し気を落ち着け、彼女は媚薬の入った調合瓶を手に取ると、ゆらゆらと揺らした。

　中ではちゃぷちゃぷと薄紅色の液体が音を立てている。

　しばらくそれをじっと見つめ、ジャスミンは頷いた。

「……これも、希少な薬草を使って調合されてるんだし……もしかしたら、売れるかもしれないわよね……」

　なにしろ、希少な薬草はそれだけ高価なもの。失敗した分を補填しなければ、自分は明日のパンどころではなくなる。

　この次にマイケルが来た時に、需要がないかどうかそれとなく聞いてみよう。

　ことん、と音を立てて机の上に瓶を置き、ジャスミンは残った材料の確認を始めた。

「とりあえず、一番困るのは朝露かな……」

　その他の素材は、失敗に備えて一応多めに準備はしてある。採取に備えて空の瓶を何個か用意し、ジャスミンは暦を確認した。

　それによれば、幸い五日後が満月の夜だ。意外と早く再び調合にかかれそうだ、と安心する。

「さて、一回ここも片付けておかないと……」

　調薬に使う器具は、すぐに洗って清潔にしておかなければいけない。できあがった媚薬をとりあえず空いているグラスに移し、調合瓶を洗い場へ運んだ。計量に使った秤や匙、それから乳鉢なども綺麗に洗っていく。

　保存用の容器をどうしようか、と考えていると、玄関の方から「カンカン」と軽くノッカーを鳴らす音が聞こえた。すっかり馴染んだその鳴らし方は、フェリックスのものだ。

　なんとなくぎくっとして、一瞬返答が遅れる。

　そうすると、扉の向こうから少し訝しげな声が、ジャスミンを呼んだ。

「……ジャスミンさん？　いない……？」

　続けて、ノッカーがもう一度鳴らされる。珍しく性急なその様子に、ジャスミンは少しだけ首を傾げた。

　いつもの彼なら、もう少し待っていそうなものだと思ったからだ。

（どうしたのかしら）

　何かあったのだろうか、彼を焦らせるようなことが。

　そう思い、ジャスミンはすぐに立ち上がると「はーい」と大きめの声で返事をしながら玄関へと向かった。

　彼女が扉を開くと、その向こうから姿を現したフェリックスが、なんとなくほっとした表情を浮かべた。

「やあ……ジャスミンさん、ごめんね遅くなって」

「え、いえ……ええ」

　別に時間を決めていたわけではないから、遅くなって──というのも少し違う気がする。

　だが、ジャスミンはそれを口には出さず、ただ曖昧に頷くに留めた。それは、なんだか彼が少し疲れているように見えたからだ。

「どうぞ、座ってください」

「ああ、ありがと」

　とりあえず一息ついてもらおうと、ジャスミンは彼に座るように勧め、自分はお茶でも準備しようと台所へ向かう。

　かちゃかちゃと準備をしていると、背後からフェリックスが彼女を呼んだ。

「ジャスミンさん」

「なんですかぁ……？」

　棚からカップを取り出しながら、ジャスミンは顔を彼の方に向けた。すると、彼が手にグラスを持っているのがちらりと見える。

「悪いんだけど、これもらって良い？　急いできたから……喉渇いちゃって」

「あ、は……」

　はい、と返答をしかけ、ジャスミンははっとした。

（ま、まずい……！）

　うっかり考えなしに頷いてしまったが、あそこに置いてあるグラスの中身は媚薬だ。

「ちょっ……まっ……」

　慌てて止めようとしたが、慌てすぎてしまって声が出ない。手にしていたカップを放り投げ、ジャスミンは踵を返し、彼の元へと走り寄った。

　背後でがしゃん、とカップの割れる音がしたが、今はそれにかまっている暇はない。

　そのままの勢いで、飛びつくようにして彼の手からグラスを取ろうとする。だが、あまりに勢いをつけすぎたせいで、驚いたフェリックスは咄嗟に身体をひねって避けようとした。

　その拍子にグラスの中身が飛び出し、それを頭から被ってしまう。それだけでも絶望的なのに、頭から垂れてきた水滴を思わず舌で舐め取ってしまい、ジャスミンは呻き声を上げた。

「あわぁ……」

「え、ちょっと……ジャスミンさん、大丈夫？」

　戸惑いと、それから心配と。一体何事が起きたのか、彼も混乱しているのだろう。顔を上げると、微妙な顔つきをしたフェリックスと視線が合う。

　だが、彼にゆっくり説明している場合ではない。

（媚薬って、男女のその……交わりに使用する、薬なのよね……？）

　魔女として、薬を作る以上人間の身体については師匠からある程度教えられている。妊娠や出産についても同様だ。

　その過程で、いわゆる男女の営みについても、それなりに教えられている。

　媚薬には、その行為を助ける効果が含まれていることもだ。

　それもあって、なんとなく──本能的に「彼がここにいてはまずいことになる」とジャスミンは直感した。だから、彼が伸ばした手に首を振り、近づかないよう態度で示す。

「……悪いけど、今日は帰ってもらえますか」

「え？　いや、でも……」

　戸惑うように、フェリックスは自分の手と、それからジャスミンの顔とで視線を往復させた。それから、ぐっと拳を握りしめると、床に落ちたグラスを拾う。

　グラスの底にはまだ少しだけ中身が残っていた。それを揺らしながら、彼はこちらに詰め寄ってくる。その表情は固く、眉間には皺が寄っていた。

「これは、なんだ？　きみがこんなに慌てるなんて、何かおかしなものじゃないのか？　そんなものを被って、きみに影響は？」

　まるで詰問するかのように矢継ぎ早に質問を浴びせかけられ、ジャスミンは言葉に詰まった。

（失敗してできた媚薬だなんて、言えない……）

　それを口にしたら、彼からの信頼を失ってしまうような気がして、唇を噛む。

「ジャスミンさん……？」

　押し黙ったまま何も答えないジャスミンに焦れたのか、フェリックスが彼女の肩を掴んだ。

　はっと顔を上げると、青い瞳が心配そうにこちらを覗き込んでいる。

　視線が交わったその時、ジャスミンの心臓がどくん、と大きな音を立てた。そのまま鼓動が早くなり、息が苦しくなってくる。

　は、と吐き出した息が熱い。頭の芯がくらくらする。

（まず、い……）

　彼の手を振り払おうとしたが、力が入らない。顔が熱くなって、目が勝手に潤む。

　あからさまに様子がおかしくなった彼女を見て、フェリックスも異変に気付いたようだった。

「おい……どうした？　ジャスミンさん……!?」

「だめ……離して……」

　彼に掴まれた肩が、燃えるように熱い。そこから、ぞわそわとした感覚が身体に広がっていく。

　これが、媚薬の効果なのだろう。思ったよりも即効性があるし、たった一舐めでこれほどの効力があるとは。

　内心驚きながら、ジャスミンは小さく唇を噛んだ。

　駄目だ、もう隠しておけない。本当のことを言えば、きっと彼はこの場を離れてくれるだろう。

「あの……くすり、びやくなの……」

「……っ」

　フェリックスが息を呑むのがはっきりと聞こえた。肩を掴む手にぐっと力が込められて、痛みすら感じる。

「フェリックス、さ……」

「なおさら、一人にはできないだろう」

　だから、出て行って──そう続けようとしたジャスミンの言葉を遮るように、彼が言う。

　その強い口調に驚いて顔を上げると、フェリックスは真剣な面持ちでこちらを見つめていた。

「あれが、魔女の作った媚薬だというなら、その効果は通常のものよりもずっと強いはずだ」

　するり、と肩を掴んでいた手が腕を撫で、ジャスミンはその感覚にふるりと震えた。あ、と小さな声が漏れて、その声色に滲む甘さに目を見開く。

（なに、これ……）

　こんなの、自分の声じゃないみたいだ。

「……もう、これくらいで？　僕が帰った後、いったいどうするつもりだったんだ」

「そんなのっ……んっ、我慢してれば、そのうち……っ」

　もう、息が荒くて喋るのが辛い。だから、早く自分のことなど放って、ここから出て行って欲しい。

　だが、そんな願いもむなしく、彼はジャスミンを抱きかかえると二階へ続く階段へと歩き始めた。

「フェ……」

　止めようとしたが、今の状態のジャスミンにできる抵抗などありはしない。それどころか、身体を苛む謎の疼きに耐えかね、自分から彼にもたれかかってしまう。

　フェリックスは、人を一人抱えているとは思えないほど軽い足取りで階段を上がると、迷いなく寝室の扉を開いた。

　なんやかんやと家の雑用を手伝っていた彼は、家の中の間取りを把握しているのだ。

「あ……」

　そっと寝台に降ろされ、ジャスミンは潤む瞳で彼を見上げる。そんな彼女の頬を撫で、彼は少しだけ困ったように微笑んだ。

「一人じゃ無理だろうから……僕に、手伝わせてくれ」

「はっ……？」

　どうやって、という言葉は彼の次の行動にかき消えた。するん、とローブを脱がされ、あっという間に下着姿にされてしまう。

　乳嘴が硬くなり始め、擦れた布地に刺激されてうずうずする。お腹の奥がきゅうきゅうと疼いて、切なくてたまらなかった。

（こんな風になるの……？）

　は、は……と息を弾ませながら、ジャスミンはふるりと身体を震わせた。

　確かに男女の営みについては学んだし、いやらしい気分になる、ということも文字の上では知っている。

　けれど、それが実際にどういう状態なのかについては、知らないのだ。

　そして、どうすればこの身体の疼きがおさまるのかも。

「僕に、任せてくれるね？」

　ぎし、と寝台を軋ませて乗り上げてきたフェリックスが、そう囁く。

　その吐息に触発されるように、ジャスミンの身体の熱が高まる。心臓が大きな音を立てて脈打っているのを感じ、ふるりと震えた。

　その間にも、じんじんとした疼きが身体の中を駆け巡り、身動ぎするだけで切なさはどんどん耐えがたくなっていく。

　自分では、どうにもできないだろう。

　ジャスミンは覚悟を決めると、彼の瞳を見つめ──こくり、と小さく頷いた。
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　ぐっとのしかかるようにして身体に手を伸ばされ、ジャスミンはぴくりと身体を震わせた。

　彼は、自分を助けようとしてくれている。そう理解はしていても、未知の行為に対する怖れがなくなるわけではない。

　その気持ちを正確にくみ取ったのか、フェリックスはにこりと微笑むと「こっちのほうが、おそらく怖くはない、かな」と彼女を背後から抱え込んだ。

　背後に感じる彼の体温は、自分と同じくらい高く感じる。だが、不快感はなく、どうしてかほっとため息が漏れた。

　途端に、背後で彼がくすりと笑う声がして、それから脇腹から脇の下にかけ、つつ、と指が這わされる。

「あ、ん、んっ……」

　薬で敏感になった身体に、震えるほどのぞくぞくとした感覚をもたらされ、ジャスミンは小さく喘いだ。

　先ほどと同じ──いや、それよりも自分の声が甘えた響きを伴っていることが、顔から火がでそうなほど恥ずかしい。

「触れただけで、良さそうだ」

　耳元に、囁くようにしてそう言われると、お腹の奥がふつふつと熱くなる。また声が出そうになって、慌てて唇を噛んだ。

　その間に、彼の手がゆっくりとジャスミンの胸に触れる。

　痩せぎすの身体の割りに、胸だけはやたらと発育が良いことに、ジャスミンは少し恥ずかしい気持ち──いわばコンプレックスのようなものを抱いている。びくり、と肩を揺らすと、フェリックスはそれを宥めるように優しくその膨らみを撫でた。つつ、となだらかな曲線を楽しむような指の動きに、ジャスミンの鼓動が早くなり、息が上がる。

　触れている指先の硬い皮膚の感触が、薄布越しなのが、なんだかもどかしい。

「ふっ、ん……」

　勃ちあがりかけていた乳嘴が、じんじんと痛がゆい感覚を訴えてくる。そこを指先が掠め、小さく声が漏れた。

　フェリックスはそれを耳ざとく聞きつけたらしい。ふ、とジャスミンの耳元で小さく笑みをこぼすと、そこに指を当て、爪の先でカリ、と引っ掻く。

「ふ、あ、あ……っ！」

　一瞬、目の前に星が散り、身体がぴくんと跳ねた。熱くなった身体の奥から、何かがとろりと溢れる気配がする。

（こ、これっ……）

　これが、文献にあった「快感を覚えると分泌される蜜」なのだろう。ということは、今感じたこの──どうしようもない感覚が、快感ということだ。

「やっぱり、ここが気持ち良い……？」

　耳元で囁かれると、そこからまたぞくっとした感覚が背筋を伝い、腰の辺りにわだかまる。彼の言うとおり、そこに触れられるのはとても気持ちが良い。覚えたての感覚だ。けれど、それをはっきりと口に出すのは、どうしてか恥ずかしくてたまらなかった。

　答えに詰まったジャスミンの後ろで、彼が小さく吐息を漏らす。それがやけに色めいて聞こえ、心臓がどきんと大きな音を立てた。

　どうしてなのか、考えるよりも先にやんわりと胸を揉まれ、時折たわむれに先端を指先で弄られる。そうすると、そこはますます固く尖っていった。こうなるともう、布地に擦れるだけでも気持ちが良くなってしまう。

　彼に与えられる刺激だけでは物足りなくなって、ジャスミンは自分でも気付かぬうちに身体を揺すっていた。

　足の間がじっとりと湿り、その奥が熾火のように熱くなっていく。

「ふ、ん、んっ……ぁ、ん……」

　どうしても声が漏れそうだ。右手の甲を口元に当て、ジャスミンはどうにか声が漏れるのを防ごうとした。

　だがそれを、フェリックスに見とがめられてしまう。

　背後から両腕を押さえ込み、彼は耳元に囁きかけた。

「だめだ、ジャスミンさん……声が聞こえないと、気持ちよくなってくれてるかどうか、僕にはわからない」

　その言葉と同時に、彼の舌が耳朶を這う。ぞくぞくっと背筋を快感が這い、ジャスミンは身体をくねらせた。胸の先端が薄布に擦れ、そちらからもぴりぴりとした快感が伝わってくる。

「はんっ、あ……っ、や、あ、あっ」

　唇から嬌声が溢れ、ジャスミンの瞳に涙が滲んだ。身体がますます熱くなり、さらなる刺激を求めて疼いているのだ。

　これでは、足りない──けれど、そんなことは口に出せない。

　どうしていいのかわからない。このままでは、頭がおかしくなりそうだ。

「や、あ……んっ」

「ほら、どうして欲しい」

　言って、と囁く声がする。頭の奥に靄がかかって、だんだんジャスミンはそのことしか考えられなくなってきた。

　もっと、気持ちよくなりたい。それが極限に達すれば、きっとこのもどかしさから逃げられるのに。

「っとぉ……」

「ん？」

　ぽろ、と唇から言葉がこぼれた。一度出てしまえばもう後は止まらない、止めることなどできない。

　金の瞳に涙を浮かべ、ジャスミンは懇願した。

「もっと、ちゃんとさわってぇ……！　だめなの、これじゃ……」

「ん、よく言えたな」

　その言葉と同時に、彼が首筋に吸い付いた。舌先でくすぐり、時に軽く肌を吸いながら、その手が器用に胸の先端を摘まむ。

　くに、と指先で捏ねられると、びりっとした快感が脳天から走り、腰の奥に溜まっていく。

　堪えきれず甘い声を漏らせば、首筋からくぐもった吐息が聞こえた。その息の熱さに、また胸の奥がきゅんとする。

　おそらく、彼もまた──興奮しているのだ。その事実に、ジャスミンの身体は嫌が応にも高まっていく。

　ぎし、と二人分の体重を受け止めている狭い寝台が軋み、その音が部屋の中に響いた。

「あ、あっ……や、らぁ……っ」

　彼の手は悪戯で、下から胸を揉みながら、指先で乳嘴を擦ったり、それから摘まんだり、と変化を加えてくる。すでに昂ぶりきったジャスミンの身体は、素直にその快感を受け入れ、彼女に甘い声をあげさせた。

　かと思えば、その周囲だけをくるくると撫で、こちらを焦らしてくる。

　フェリックスの愛撫に翻弄され、ジャスミンはただ甘い喘ぎ声をあげることしかできなくなっていた。

　優しい囁きと、触れる手つき。まるで恋人のよう、とふと思った瞬間、ひやりと背筋が冷たくなる。

（そうじゃ、ない──）

　あくまで彼は依頼人で、自分は魔女で──それなのに、こんなことをして。

　だけど、そんな考えも、長くは続けられなかった。

「ジャスミンさん……」

　甘い囁き声と共に、胸の先を摘ままれる。すでに痛いほどに尖ったそこを、少し強めにこりこりと弄られると、びくんと身体が弓なりに跳ねた。

　快感が頭の先まで走り抜け、ジャスミンから考える力を奪い去っていく。

「あ、あっ……おかしく、なっちゃう……っ」

「いいんだ、おかしくなって……そのためにしてるんだから」

　ほら、と優しい声で続けたフェリックスが、ジャスミンの耳朶を食む。熱い舌に耳殻を擽られると、ぞくぞくっとした快感が背筋を走り抜けた。

「は、あっ……」

「は、かわい……」

　目の前が一瞬白む。フェリックスの掠れ声に、お腹の奥がきゅんとなる。再び柔らかく胸を揉み始めたその手を、止めたいのに止められない。

　首筋に顔を埋めた彼の、熱い吐息に身体が震えた。

「ジャスミンさん……」

「ふぁ、あ、あ……あっ、ん」

　まるで愛しい人を呼んでいるような──そんな、優しい声音だ。そう意識した途端、ジャスミンの身体がびくびくと反応する。その反応に気を良くしたのか、彼は何度も囁きながら、胸の先を摘まみ、首筋に吸い付いた。

　再び目の前に火花が散り、お腹の奥からどろりと蜜があふれ出していく。それをはっきりと感じ、ジャスミンはもじもじと腰を揺らした。

　もう少しで──もう少しで、このもどかしさから解放されそうだ。それなのに、決定的な何かが与えられず、腰の奥にじわじわとした快感が溜まるばかりだ。

「あ、やぁ……フェリッ……あ、あっ……ん」

　どうにかして欲しくて彼の名を呼ぼうとするが、うまく口が動かず切れ切れの言葉しか出てこない。

　もどかしげに足をこすり合わせていると、その様子に気付いたのかフェリックスが小さな声で呟いた。

「すご……これじゃ、かえってしんどいかな……？」

　その言葉と同時に、彼の手が柔らかく身体の線を撫で、するりとキャミソールの中へ入り込む。直接肌に触れられて、ジャスミンの身体にぞくぞくとした感覚が産まれた。たった一枚布地を隔てていただけのはずなのに、その手はやけに熱く感じられる。

　すこしかさついたその手のひらの感触は、自分のものとは全く違って、彼の──男の手だということを強く意識させられた。

　片方は胸へ、もう片方の手はゆっくりと、お尻の辺りから下腹部へ──ただ撫でられているだけなのに、鋭敏になった身体はその全てを快感に変換していく。

「ん、あ……っ」

　下生えをかき分けた指が、そっと秘裂へとふれる。くちゅ、と小さな水音がして、背後のフェリックスが小さく吐息を漏らすのがわかった。

「ん、ちゃんと濡れてる……これなら、大丈夫かな」

　ほっとしたように呟くと、彼はゆっくりと媚肉をかき分け、その奥の柔らかな部分に触れた。濡れた襞が柔らかく彼の指を受け入れ、自分の身体から湧き出た蜜がその動きを助ける。

「……痛かったら、言ってくれ……」

　吐息混じりの甘い声でそう囁くと、フェリックスはゆっくりと指を動かし始めた。そうすると、ずっとむずむずしていた敏感な箇所に指が当たり、これまで感じたことのない強烈な感覚が頭まで突き抜けていく。

「や、やぁつ、それ、や……っ、こわ、いっ……」

「ん……ここ、か？」

　ジャスミンがそこで快感を覚えていることに気付いたのか、フェリックスはその場所を重点的に刺激し始めた。

　びくんびくんと身体が跳ね、必死に彼の腕にすがりつく。自分がどうにかなってしまいそうなのが恐ろしくて、どうにかその動きを止めようと試みるが、ジャスミンの細い腕では敵わない。

　快感の源は、小さな粒のような器官だった。そこを彼の指がきゅっと摘まむと、一瞬目の前が白くなる。同時に胸の先をきゅっと摘ままれると、これまでにないほどの快感がジャスミンを襲った。

「ひゃ、あ、ああっ……!?」

　ぱちぱちと目の奥で閃光が散り、がくがくと身体が震える。一体自分はどうなってしまったのか理解できず、それが恐ろしく感じられるのだ。

　生理的な涙がじわりと浮かび、瞬きごとにぽろりとこぼれ落ちてゆく。

　ふるふると頭を振り、ジャスミンはその感覚を堪えようとしたのだが、彼の指がそれを許さない。摘んだ花芽を柔らかく擦ったかと思うと、充血して膨らんだ乳嘴をくにくにと弄ぶ。

「や、だ……っ、だ、めぇ……っ！」

「大丈夫だよ……」

　やさしい囁き声とは裏腹に、暴力的なまでの快感を与えられ、ジャスミンの唇からは一際高い嬌声が漏れた。身体の奥深くからじゅんっと蜜のこぼれ落ちる感覚がし、一瞬ふわりと体が浮き上がったような感覚に襲われる。

　頭の奥がじんじんと痺れ、全てが遠くに感じられた──かと思うと、一気にそこから落ちる感覚に飲み込まれてゆく。

（なに、これ──!?）

　どっと汗が噴き出したかと思うと、身体がくったりと弛緩した。それを背後からぎゅっと抱きしめたフェリックスが、ほっと息を吐く。

　優しく頬を撫でる仕草に、自分が大切にされているような錯覚を覚え胸がきゅっと切なくなる。おもわず頬をすり寄せると、荒い息の向こうでごくりとつばを飲む音が聞こえた。

「ほんとに……」

　何か、彼がぼそりと呟いたような気がする。けれど、その意味を理解するより先に、くるりと身体を返されて、ひんやりとしたシーツの感触を背中に感じた。

　正面にある彼の顔を見上げる形になり、小さく息を呑む。

　上気した頬に、うっすらと汗の滲む額。まっすぐにジャスミンを見つめる青い瞳には熱が灯り、唇を舐める舌先がやけに艶めかしく見える。

　は、と息を吐いたのは、彼か自分か──それすらもわからなくなるほど顔が近づいたかと思うと、柔らかな感触が唇に触れる。

（口、づけ……っ）

　何をされたのか理解した瞬間、もう一度。いや、二度、三度とそれが繰り返され、唇を啄まれる。

「ごめんね」

　その合間に落とされた囁きに、どういうことかと口を開こうとした瞬間、それを封じるように唇を重ねられ、隙間から舌がにゅるりと侵入してきた。

　分厚いそれが口の中を探るように動き、ジャスミンの舌を絡め取る。

　ん、と小さく呻き声を上げると、それを宥めるように彼の手が髪を撫で、もう片方の手が再び足の間に伸ばされた。

「ふ、ん、んっ……」

　先ほどと同じように花弁を割った彼の指が、今度はその奥を探る。くちゅくちゅと音を立てながら蜜口を探し当てると、ゆっくりと指が中へと沈められた。

（う、うそでしょ……）

　はじめに感じたのは、強烈な異物感。けれど、どうしてかそれは、すぐに快感に変化していく。

「ん、んんっ……む、う……っ」

　きゅうっと蜜洞が縮み、彼の指を締め付ける。その反応に気をよくしたのか、彼の口付けはより一層激しさを増し、絡め取られた舌をちゅうちゅうと吸いあげられる。

　そうされると、なんだか頭がぼうっとして、お腹の奥が更に燃えるように熱くなっていく。

　いつの間にか増やされた指は、ジャスミンの中を暴くように動き、ぐちゅぐちゅといやらしい音を立てていた。

　抜き差しされる指に合わせ、ジャスミンの口からは甲高い嬌声が漏れる。再び身体がどこかへ飛んでいきそうな、そんな感覚に襲われ、身体にぐっと力がこもった。

「っ、は、あ、あ……っ、や、やら……っ、こわ……っ」

「大丈夫、怖くないから……もう少しだけ、頑張って……」

　ジャスミンの声を聞いたフェリックスはそう囁くと、艶めかしい吐息を漏らしながら身体を起こした。かちゃ、とベルトを外す音がして、彼がトラウザーズの前をくつろげるのがちらりと見える。

　そこから、ぶるんと音がしそうな勢いで飛び出してきたものを見て、ジャスミンは息を呑んだ。

（あれが……）

　書物では見たことがあるが、思っていたよりもずっと大きい。本当にあれが自分の中に入るのか、という不安がちらりと脳裏を過った。

「ごめん、少し痛むかも……でも、そろそろしないと、辛いだろうから……」

　ジャスミンの不安を見てとったのか、彼は少しだけ申し訳なさそうな口調でそう告げた。フェリックスの思いやりが見えるその言葉に小さく息を飲む。

　これほどまでに彼の手で快感を与えられてなお、体の奥の疼きはおさまっていない。それどころか、フェリックスの猛りを目にしたことで、さらに熱が増した気さえする。

（それはつまり……きっと、あれを入れてもらわないと……っ）

　この火照りが鎮まることはない、ということなのだろう。それを理解し、ジャスミンは彼の瞳をまっすぐに見返し、決意を込めて小さく頷いた。

　ほっとしたような吐息が彼の唇から漏れ、同じように頷きを返される。

「いくよ……」

　その言葉と同時に、くち、と音を立てて蜜口に彼の先端が合わされた。それだけで、なんだか背筋にぞくりと快感が走り、ジャスミンの体が少し強張る。

　そんな彼女を宥めるように、フェリックスは彼女の手を握ると、再び唇を合わせてきた。何度か啄むように触れあわせながら、彼はぐっと腰を進める。

「ふ、んっ……」

　指でほぐされたとはいえ、まだ中は狭い。それをこじ開けるようにして彼のものが進んでくるのだから、痛みがあって当然だ。

（本にも、そう書いてあった……はず、なのに……）

　ジャスミンは、唇からこぼれ落ちる嬌声をどうにか堪えようと唇を噛んだ。だが、そんな抵抗ができたのはほんの一瞬だけ。あっという間に唇からは甘ったるい声が漏れ、与えられる快楽に体がびくびくと震える。

「ひあ、あ、あんっ……そ、れっ……んっ……」

　おかしいくらいに気持ちが良い。痛みなどちっとも感じない。

　頭の奥で光が何度も弾け、腰の奥に快感が溜まっていく。それが解放を求めて荒れ狂い、身体中を跳ね回っている。

　それなのに、もう少しだけ何かが足りない。もっと、もっと──。

「あ、あっ、おねが……も、もっとぉ……っ」

「……っ！」

　もう、自分でも何を言ったのかわからない。けれど、それを聞いた瞬間、フェリックスの顔つきが変わった。

　瞳がぎらぎらと輝き、まるで獲物を見つけた肉食獣のような気配を纏う。

　あ、と思った時にはもう遅かった。

　ぐっと一気に奥まで彼の雄茎を突き入れられたかと思うと、すぐにずるりとそれが抜けていく感覚がする。それだけで、ぞりぞりと擦られた中はきゅうっと収縮し、彼のものを締め付けた。

　そうすると、太くて固い彼のモノの感触が鮮明に感じられ、より強い快感に襲われる。

「ジャスミン……っ、そんな、締めたらっ……」

　ぎり、と歯を食いしばったフェリックスが、掠れた声で言う。どこか苦しげな表情を浮かべながら、彼は律動を開始した。

　ぐちゅぐちゅと淫らな音が部屋に響き、寝台がぎしぎしと音を立てる。

「あ、あっ、あ、あああっ……！」

　ひと突きごとに、ジャスミンの目の前で火花が散る。身体の奥から何かがせり上がってきて、身体が吹き飛んでしまいそうな感覚に襲われた。

　興奮したように、彼が何度も自分の名を呼んでいる。つなぎ合わせた手を寝台に押しつけられ、揺さぶられていると、どうしてか胸が一杯で苦しいくらいに幸せだ。

「フェリ……クス、さんっ……！」

「ふっ、く……っ」

　切れ切れに、彼の名前を呼ぶ。途端に彼のものが一層中で膨らんで、ごりごりと中を擦りあげた。

　小さな呻き声を上げたフェリックスの額から、汗が一筋したたり落ちる。

「んぁあ……っ、ああっ、あんっ……！」

　熱くて固いものがお腹の中を行き来している。そう意識した途端、それをきゅうきゅうと締め付けてしまい、その存在がより鮮明に感じられる。

　はあはあという荒い息遣いと、滴る汗、肌と肌がぶつかり合う感覚。甘い痺れが全身を駆け抜け、ジャスミンの唇からは自分のものとは思えないほどに濫りがましい声がこぼれ落ち、室内に響き渡った。

　やがて目の前が白く霞みはじめ、ジャスミンは自らの限界が近いことを悟った。欲しかったはずのそれを、本能的に恐ろしく感じて堪えようと、手足にぐっと力がこもる。

　だが、その程度で抗い切れるものではない。

　じゅぶじゅぶと彼のものが出入りする淫らな水音と、それから肌を打ち付ける乾いた音。快感に翻弄され、ジャスミンの耳にはそれしか聞こえなくなってくる。

「ひぁっ……あっ、あっ……」

　視界が明滅し、もう自分がどこを向いているのかもわからない。ふわりと浮き上がった身体が、さらに大きな快楽の波にさらわれ、どこか遠くへ行ってしまう──そんな気にさせられる。

　きゅっとお腹の奥が疼き、蜜洞がきゅうきゅうと収縮した。

　それに呼応するように、彼の腰使いが速度を上げる。

　蜜を纏った熱杭が、ぐちゅぐちゅと淫らな音を立てて抜き差しされ、そのたびごとに目の眩むような快感が腰の奥から突き抜けていく。がむしゃらな律動だが、体の奥深くを掻き回されるのがたまらない。

「は、あ、ああっ、や、ああっ……！」

「く……っ、ジャスミン、ジャスミンさん……っ、すっ……」

　一際強く奥を穿たれ、ジャスミンの唇から甲高い嬌声がこぼれ落ちる。小さな雷が頭に落ちたかのように、びりびりとした快感が背筋を走り抜け、蜜洞が更にぎゅうっと中のものを締め付けた。途端に、中にある彼のものの形までをも感じ取ってしまい、頭の奥が真っ赤に染まったような感覚に見舞われる。

　それと同時に、彼もまた一瞬息を詰まらせ、身体をびくりと震わせた。続けてお腹の奥で何か熱い感覚が弾けるのを感じ、唇から吐息が漏れる。

　フェリックスが何か囁いたような気がするが、それはすでにジャスミンの耳には届いていなかった。

　慣れない快感に翻弄されたため、疲れ果てた身体はぐったりと脱力し、意識がだんだんと遠のいていくのを感じる。

（これで……もう……）

　大丈夫なのだろうか。そんな考えが脳裏をちらりと過り──そのまま、ジャスミンの意識はそこで途切れた。







第四話








　ちち、ちちち……ちちち、ち……。

　遠くで、小鳥の鳴く声が聞こえる。今は何時だろう、と頭の中で考えて、ジャスミンははっと飛び起き──ようとした。

「だ、い、いったたたた……!?」

　途端に、腰に激痛が走り、のたうち回る。叫び声もなんだか掠れているし、喉も痛い。何が、と混乱する彼女の耳に、くすりと笑う声が聞こえた。

「おはよう、ジャスミンさん」

「へ、え……？」

　どうして、今、彼の声が聞こえるのか。意味がわからなくて恐る恐る振り返ると、声の主──フェリックスが、甘い笑みを浮かべこちらを見つめている。

（え、い、いったいどういうこと……？）

　ますます混乱するジャスミンをよそに、寝台の脇に腰掛けていた彼は、彼女の顔を覗き込むとわずかに顔をくもらせた。

「大丈夫か？　あ、声が……喉が渇いている、かな？　水を持ってくるから、少し待ってて」

「え、あ、いや……」

　その前に、今これがどういう状況なのか教えて欲しい。

　混乱しきっていて気付かなかったが、こちらに背を向けた彼はトラウザーズこそ身に着けているものの、上半身は裸だ。

　どういうことなのか、とその背中を呆然と見送った後、はっとして自分の身体を見おろせば、ちゃんと寝間着は身に着けているものの──。

（し、下着……履いてない……!?）

　その事に思い至った瞬間、ジャスミンの脳裏をものすごい勢いで昨日の記憶が駆け巡った。

「う、うわあああ!?」

「お、おい……どうした？」

　あまりの恥ずかしさに身もだえしていると、戻ってきたフェリックスが慌てたように駆け寄ってくる。

　だが、彼の顔を見ることができない。

（あんなことまでさせて……合わせる顔なんかあるわけないじゃない……！）

　ぎゅっと目を閉じ、ジャスミンは大声で叫んだ。

「も、むりぃ……っ……！」

「わ……っ!?」

　途端にごうっと風が渦巻き、フェリックスを跳ね飛ばす。自分でも制御しきれない魔力によるものだ。

　その突風によって部屋からはじき出され、彼は戸惑いと驚きの入り交じったような声をあげる。

　だが、羞恥心が振り切ったジャスミンには、彼の事を考える余裕など既にない。

　目についた彼のシャツを掴み、それを廊下へ放り投げると、彼女はあらんかぎりの大声で叫んだ。

「今日はもう、帰って……帰ってよお……っ！」

　半泣きの顔を隠すように背け、そのまま勢いよく扉を閉める。廊下では、ようやく状況を把握したらしい彼が何か言っていたが、既に寝台に戻り、布団を頭から被ったジャスミンには、その声は届かなかった。




「ねえ、ジャスミンさん……！」

「いいから、帰ってください」

　玄関の外から名を呼ぶ声に、ジャスミンは冷たく言い放った。

　あれから三日ほどが過ぎ、フェリックスはといえば、あの翌日から今日まで、いつもどおりに毎日魔女の家を訪れている。

　しかしジャスミンは決して玄関を開けようとせず、彼を追い返していた。

（だって、未だに……どんな顔をして会えばいいのかわからないもの……）

　彼の声を聞くだけでも、動悸が激しくなる。ざわざわと胸の奥がざわめいて、どうしてか息が苦しい。

　そんな風に、フェリックスのことを意識してしまうというのに。

　一言返事をした後、ジャスミンはじっと扉の内側で息を殺し、フェリックスの様子を窺った。彼はいつものように、しばらく扉を叩いたり、大きな声でジャスミンの名を呼んだりしている。

　だが、ジャスミンが返事をしないせいか、その声もだんだんと小さくなっていった。

　しばらくして、今日も彼女が扉を開ける気のないことを理解したのだろう。はあっと大きなため息をつくと、彼は「また来ます」とだけ告げ玄関から離れていく。

　小さくなる足音にほっと息を吐いて、ジャスミンは窓から外の小道へ目を向けた。

　何度も振り返りながら去って行く彼の後ろ姿を目で追いながら、小さなため息を漏らす。

「……フェリックスさんは、ぜんっぜん平気そう……」

　ぽつりと漏れた自分の言葉に、なんだかとてもショックを受けてしまい、気分がずずんと落ち込んでいく。

（でもだって……そうじゃない？）

　丁寧に、気遣いながら身体を拓かれた記憶。囁く声も、肌に触れる指も、何もかも──ジャスミンにとって、初めての体験であるそれは、特別なものだ。

　あんな風に大切に扱われたら、勘違いもしてしまいそうになるというもの。

　それなのに、フェリックスときたら、翌日も平気そうな顔でやってきた。きっと、彼にしてみれば、あれは単なる人助けの一環でしかなかったのだろう。

　それがなんだか寂しくて、苦しくて仕方がない。

（そう……あれは、ただ私を助けてくれただけ……）

　視線を床に向け、唇を噛みしめる。

　あの翌朝、ジャスミンはひどく落ち込んで食事もろくに喉を通らないありさまだった。

　彼はただ、自分を助けてくれただけ。それなのにあんな風に追い出してしまって、きっと彼は怒ったことだろう。

　そう、思ったからだ。

　だから──きっとフェリックスは、しばらくは姿を見せないのではないだろうか。そんな風に考えていたのだ。

（それなのに、あんな何事もなかったような顔をしてやってきて……）

　八つ当たりだということはわかっている。ただ、自分は彼の事を考えると心が乱れて正常ではいられない。だというのに、いつもどおりのフェリックスがなんだか腹立たしくなってしまった。

　あんなこと、彼にとってはなんでもないことだったのだと、突きつけられたような気がして──。

　はっと顔を上げ、ふるふると首を振ると、ジャスミンは拳を握りしめた。

（ごめんなさい……）

　彼の目的は、ジャスミンの作る魔女の秘薬だ。それを得るために、最善の行動を選んだに過ぎない。

　ジャスミンがどう思うかより、フェリックスにとって一番優先する事項はそれだろう。ならば、自分がするべき事は一つだ。

　早く秘薬の調合を成功させて、それを彼に渡してしまおう。そうすれば、もう自分たちの間に接点などなくなる。

　こうして、彼の行動の一つ一つに心を揺り動かされることもなくなるのだ。

　よし、と気合いを入れ、ジャスミンは材料集めのための準備を始めた。まずは、明日早起きして、朝露の採取に向かわなければならない。

　鞄を準備し、ジャスミンは少し考えた末に瓶を三本用意した。万が一のための予備だ。

　三本分を確保するのはなかなか至難の業だが、これを逃してしまったらまた一ヶ月後になってしまう。

（さすがにもう、失敗はしないと思いたいけど……）

　幸いにして、天気は晴れ。風の感じからしても、おそらく明日も晴れるだろう。

（フェリックスさん……明日も、来るのかしら……）

　複雑な気持ちで小道の先を見つめ、ジャスミンは小さなため息を漏らした。

　だが、その翌日フェリックスはジャスミンの元を訪れなかった。代わりに約束の日でもないのに訪れたのはマイケルだ。

　彼は、どういう経緯かは知らないが、フェリックスからの手紙を携えていた。

　急いで開くと、そこには『緊急の用件で一度王都に戻ることになりました。なるべく急いで戻ります』とだけ書かれている。

「……緊急？」

　訝しげにそう呟くと、マイケルは「そうさなぁ」と顎をさすりながら視線をその手紙に向けた。

「なんだかずいぶん慌ててたみたいだったぜ」

「慌てて……？」

　何か、あったのだろうか。彼が慌てるような事態が。

　だが、推測しようにも、彼について知っていることなどほとんどないのが現状だ。

　唯一思い当たることと言えば、第一王子殿下の容態に関わること。

（早く……秘薬を完成させなきゃ……）

　もう、失敗などできない。ぐっと拳に力を入れると、ジャスミンは調合にとりかかるべく机へと向かった。
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　一方その頃。

　フェリックスは王宮の中を、急ぎ足で歩いていた。ジャスミンの住む辺境の森から、丸一日かけて王家所有の別邸まで向かい、そこからは魔法による転移装置を用いている。

　緊急の時だけ使用を許可されるそれを使う事態に、彼の胸はざわめいていた。

「……兄上」

　そう呟くと、フェリックスはぐっと唇を噛みしめた。

　城から『至急帰城せよ』という連絡を受けた時に直感したとおりだ。兄である第一王子レイモンドの病状が思わしくなく、一時は高熱のため命が危ぶまれる状況だったらしい。

　そのため、フェリックスは呼び戻されたのだ。

　もちろん、魔女の元へと向かった彼以外にも、レイモンドの病を癒やすべく多くの人々がありとあらゆる可能性に賭けて動いている。

（そうでないのは、あいつらくらいだ……！）

　ぎり、と奥歯を噛みしめ、フェリックスは先ほどまで、面会に訪れていた「フェリックス派」を自称する貴族たちの顔を思い出した。

　彼らの主張はこうだ。

「病がちな第一王子、レイモンド殿下ではなく、健康なフェリックス殿下に王位を継いでいただくべき」

　兄が更に体調を崩したことで、そう主張する声はだんだんと大きくなっている。

　ち、と舌打ちをして、フェリックスは中庭の向こうへ視線を向ける。あちら側は王族の居住区画になっていて、そこに兄の部屋もあるはずだ。

　兄レイモンドは、病弱でこそあるものの、頭も良く、国のことを常に考えている素晴らしい人物だ。王としての資質は、自分を遙かに超えている。

　王とは、ただ健康であれば務まるようなものではない。それを理解していない輩が、今の貴族社会には多過ぎる。

「はあ……」

　おそらく、脳筋と言われている自分に王位を継がせることで、国政を欲しいままにしよう、というのが彼らのもくろみなのだろう。

　その程度もわからない馬鹿だと思われているのは癪に障るが、逆に言えば自分の作戦が功を奏しているとも言える。

　兄の身体が弱いことを理由に、自分を擁しようとしている派閥があることに気付いてからは、表向き勉学からは遠ざかり、国政や外交については興味のない振りを貫いてきた。重要な会議にも側近を出向かせ、後からその報告を聞くということまでやっていたのだ。

　そのうえで、騎士団に入り鍛錬にばかり明け暮れる姿を見せてきた。

　全ては王位に対する興味のなさをアピールする狙いだったのだが、彼らからすれば容易く御することのできる人間に見えていたに違いない。

　自分を利用しようと近づいてくる輩をあぶり出す、そういった狙いももちろんあったのだが──。

（なかなか疲れるな……）

　本来なら自分は、兄を補助する役割であるべきなのに。おかしなことを考える輩のせいで、満足にその責務を果たすことすらできない。

（だがそれも、兄上が健康を取り戻すまでの辛抱だ……）

　健康を理由に自分を持ち上げようとするならば、それだけで彼らのもくろみは泡と消え去る。

　そう自分に言い聞かせながら、は、と小さなため息をついた時、脳裏に浮かんだのは森の奥に住む魔女、ジャスミンの姿だった。

　もともと、魔女の元へ向かう話が出た時に、その役を買って出たのは自分だ。だがその時の話では、魔女は高齢の女性だと聞いていた。

（それなのに……）

　行ってみれば、現れたのはほっそりとした線の細い、若い娘。長い黒髪と、大きな金の瞳が印象的な、かわいらしい子だ。

　てっきり弟子か何かと思ったのだが、彼女──ジャスミンこそが今代の魔女だという。

　その時、フェリックスの脳裏を軽い失望が過ったことは否めない。

　だが、彼女はフェリックスの話を真摯に聞いてくれたし、できうる限り力を尽くすことを約束してくれた。

（毎日通うことにしたのは、進捗が気になるというのもあったが……）

　フェリックスが魔女の元へ向かったことは、特段秘された情報ではない。万が一、自分を担ぎ出そうとしている一派が彼女に危害を加えようと画策した場合に備えて、という意図もあった。

　だが、そうやって毎日彼女の元を訪れている間に──だんだんと、彼女の真面目さ、努力を惜しまない姿勢、差し入れを喜んでくれる笑顔に惹かれていく自分がいた。

　兄のことで不安を覚える日ももちろんあった。そんな日は、ジャスミンの笑顔にどれだけ支えられたことか。

　そしてなにより、彼女の傍でならば自分を利用しようとする輩ばかりの城にいるよりもずっと、自然体の自分でいられたのだ。

　できれば、彼女を自分の元に迎えたい、と考えるまでになったのは先走りが過ぎる自覚はある。

　だが、こうして城に戻り、自身の婚約者問題にまで口出しをされ始めると、どうして彼女から結婚の確約をもぎとって来なかったのか、後悔するばかりだ。

（僕のことを、憎からず思ってくれていると……そう感じていたんだが……）

　案外、彼女の態度はわかりやすい。自分が来るのを心待ちにしているのも、意識しているのも丸わかりだ。

　少なくとも、フェリックス自身はそう感じているし、的外れではないという自信もあった。

　そうでなければ、あんな風に──いくら媚薬を摂取したとはいえ、素直に身体を明け渡すようなことは、おそらくしないはずだ。

（はず、だよな……？）

　あの時は、自信があった。だが、それもこうして離れていると、だんだんと揺らいでくる。

　本当は、彼女は自分に身体を許したことを後悔しているのかもしれない。好かれていると思っていたこと自体が勘違いで、他に想う男がいるのかもしれない──。

　ぶる、と頭を振って、フェリックスはその考えを頭から追い払った。

　きちんと言葉にしてこなかったせいで、不安が頭から離れない。

　だからこそ余計、こうして城に戻ることになる前にきちんと承諾を得たかったのだ。

（兄上の容態は、ずっと落ち着いていたというのに……どうして……）

　一瞬脳裏を過った考えを、フェリックスは頭を振ってそれを追い出した。こんな時期に城に戻ることになるのは想定外だったが、それは仕方のないことだ。

「……フェリックス殿下……！」

　背後から声をかけられ、フェリックスはため息をどうにか堪えて立ち止まった。聞き覚えのあるこの声は、自分を王位に担ぎ出そうとする貴族の一人だ。

（また婚約の話でもしに来たのか……？）

　彼ら一派の中から、妙齢の令嬢を幾人も候補に挙げられている。その中から選び、早めに身を固めるようにと迫られているのだ。

　だが、自身はそのつもりはない。

（何度も断っているのに、しつこいな……）

　レイモンドの容態が落ち着き次第、またすぐにジャスミンの元へ行こう。その頃には、秘薬が完成していることだろう。

　その日が早く来ることを願いながら、フェリックスは苦い顔で背後を振り返った。







第五話








「やっ……たぁ……！」

　フェリックスが城に戻った、という話を聞いてから数えて四日──瓶に入った乳白色の液体を掲げ、ジャスミンは喜びの声をあげた。

　魔力の注入具合やらなんやら、そこそこ難しく集中力を必要とする作業の多かった秘薬作り。それらをこなし、ようやくノートに書かれていたとおりのものができあがったのだ。

「ひい……ふう、み……」

　密封できる小瓶に詰め替え、その個数を確認する。一度に全量を飲んでしまっては身体に負荷がかかるため、一度に飲むのはこの小瓶一本分だ。

　その説明に加え、ノートに記載されていた注意事項を書き写した紙も準備する。

　全ての作業を終えると、ジャスミンはふうっと満足げに吐息を漏らした。

（これを、フェリックスさんに渡せば終わり……）

　結局、あれからフェリックスは一度も姿を見せていない。そのことに、ジャスミンはほっとしていた。

「この薬、マイケルさんに言付けておこう……」

　その旨を、フェリックスに手紙で知らせれば、もう会うこともない。

　この妙な胸の疼きも、きっとそのうち収まるはずだ。

　そうと決めれば、ジャスミンの行動は早かった。木箱に薬と注意書きを詰め、間に緩衝材を入れる。

　少し揺らして、瓶同士がカチャカチャ音を立てないことを確認し、きっちりと蓋をした。

　きちんと封を施し、簡単な魔法で開封者を限定する。

　こうしておけば、すくなくとも奪われた秘薬をどうにかされることはない。

　それからもう一通──こちらはフェリックス宛に手紙をしたためると、窓を開けて空を見上げた。

「さ、頼むわよ……」

　ピュウ、と口笛を鳴らすと、小鳥が一羽窓辺にやってきた。その小鳥の足に手紙をくくりつけ、頭にそっと指先を当てる。

「いい、この方よ……」

　脳内でフェリックスの姿をイメージし、魔力を注ぐと、小鳥は「ぴい」と一声鳴いて空に飛び上がった。

　真っ直ぐに王都の方角目指して飛んでいく小鳥を見送り、小さく息を吐く。

　これで、フェリックスにあの手紙が届くはずだ。そうしたら、マイケルのところにこの薬を取りに来てもらえばいい。

　報酬の話をするのを忘れていたが、そこはもう──いいだろう。

（フェリックスさんには、いろいろ……助けてもらったものね）

　最後に彼に「助けて」もらった内容を思い出し、ジャスミンの頬が紅く染まる。

　ふるふると頭を振ってその内容を頭から追い出すと、ジャスミンはマイケルに薬を預けるため、本当に久方ぶりに街へ向かうことにした。




　久しぶりに訪れた街は、ずいぶんと賑わっていた。昼下がりの、一番人々が活発な時間帯だからだろう。

　食料品や衣料品、日用雑貨を扱う店が幾つか並び、そこで買い物をする客の姿が見える。

　その通りを、ジャスミンは記憶を頼りに歩いて行った。

　やがて、小さな路地裏を覗き込むと、見覚えのある店舗が見える。マイケルの店だ。

「あった……」

　どうやら、場所は変わっていないらしい。そのことにほっとしながら、ジャスミンは店の扉を開いた。

　店の中には幾つかの棚が置かれ、そこに商品が並べられている。薬や石けんなど、薬師が扱うものがメインだが、細々とした日用品も並べられており雑然とした印象だ。

　カランカラン、と扉に着いていたベルの軽快な音が来客を店主であるマイケルに教える。店の奥で新聞に目を落としていた彼は、顔を上げてジャスミンの姿を認めると、目を丸くした。

「はい、いらっしゃ……え、あ、ジャスミンさん……!?」

　それも仕方がないだろう。なにしろ、ジャスミンは「森の引きこもり魔女」だ。

　魔女の家まで配達に来る彼でさえ、三回に一度顔を合わせれば良い方である。それが、自分から家を出て街までやってきたのだ。

「おやまぁ、珍しいこともあるもんだね……どうした、ジャスミンさん？　何か入り用のものでもできたかね」

「い、いえ……そういうわけじゃ、ないんですけど」

　ジャスミンは、ごそごそと箱を差し出すと、マイケルに頼んだ。

「実はね、これを……その、この間手紙をマイケルさんに預けた方がいるでしょう？　その方が取りに来るから、渡して欲しいの」

　もう、お手紙は出してあるから、とジャスミンがいうと、マイケルは首を傾げつつ頷いた。

「へえ、そういうことでしたらお預かりしますけどね」

「お願いね」

　そう言って、帰ろうとした時──ふと、彼の読んでいた新聞が視界に入った。そこには「第二王子の婚約者選び」という見出しが大きく書かれている。

　どきり、と心臓がいやな音を立てた。

（第一王子殿下に、何かあったわけではないわよね……？）

　まさか、間に合わなかったのだろうか。青ざめた表情で新聞を凝視するジャスミンに気付き、マイケルは親切にも「読んでいくかい？」と声をかけてくれた。

　好意をありがたく受け取り、新聞記事に目をとおす。

「……第二王子、フェリックス殿下……？」

「ああ、フェリックス殿下の婚約者選びの話……ジャスミンさんも気になるかい？　なんでも、銀髪で青い目の美男子だって言うじゃないか」

「銀髪で、青い目……」

　名前、それから容姿の特徴。そして、第一王子に近しい人物。

　もう、疑いようがない。フェリックス──彼は、第一王子に仕える人間というわけではなく、弟、だったのだ。

　つまり、彼はこの国の王子だったのだ。

「あ、は……」

　最初にきたのは、「そうか」という納得だった。マイケルに礼を言い、ふらふらとした足取りで森へと帰る。

　そのまま二階へとあがり、寝台に突っ伏したジャスミンは、深いため息をついた。

　最初から、本当に──フェリックスがジャスミンと身体を重ねたのは、ただ媚薬の効果を打ち消すため。だって、彼は第二王子という高い身分の持ち主で、これから婚約者を選ぶような、そんな立場の人間なのだ。

　自分のような辺境に住む魔女など、最初からお呼びではない。ものの数にも入っていないだろう。

（彼が私に親切にしてくれたのは……ただ、秘薬を調合できるのが私しかいなかったから……それ以上の意味なんてない……）

　そう。

　だからこそ、翌日からも平気な顔で自分の元に来られたのだ。

「なんだ、そっかぁ……」

　思ったよりも、その事実にショックを受けている自分がいる。そこでようやく、ジャスミンは自分がフェリックスの事を好きになっていたのだ、と気が付いた。

　だから、毎日彼が来るのを待ち遠しく感じていたし、抱かれること自体への嫌悪感もなかったのだ。

（あーあ……こんな、失恋確定になってから気付きたくなかったな……）

　目を閉じて、彼の姿を思い出す。そのまま身動ぎもせず、ジャスミンはしばらくの間じっとしていた。

　それから、どれくらいの時間が経っただろうか。カンカン、とノッカーを打つ音が聞こえ、ジャスミンはむくりと身体を起こす。

（まさか……？）

　どきどきと鼓動が早くなり、ジャスミンは胸元を押さえた。ここに用事のある人間なんて、マイケルか、彼くらいしか心当たりがない。

　思わず飛び起きて玄関へと向かう。

　だが、開いた扉の先に立っていたのは、見知らぬドレス姿の少女と、剣を持った男だった。

　少女の年齢は、自分とそう変わらないだろう。フードを被ってはいるが、長くつやのある栗色の巻き毛がそこにおさまりきらずに溢れている。白い、磁器のような肌に大きな瞳、きゅっと結ばれた唇は小さく、どこか濡れたように艶めいている。まるで作り物めいた美しさだ。

　その雰囲気と佇まいから、裕福な上流階級の人間であろう事が、ジャスミンにさえ推測できた。

　その傍にいる黒髪の男性は、おそらく少女の護衛か何かなのだろう。

　ぱちぱち、と思わず目を瞬かせれば、目の前の少女の顔が不快そうに歪む。

　唇を引き結んだままの彼女に代わり、口を開いたのは男の方だった。

「ここは、森の魔女の家で相違ないか」

「へ……あ、え、ええ……」

　思いも寄らぬ来客に戸惑いながらも、一応頷く。すると少女の方がちらりと家の様子を眺め、長々とため息を吐き出した。

「まったく、なんでこんなところに住んでいるのよ」

「え？」

　思わずジャスミンが驚きの声をあげると、少女は更に苛立ったように顎をしゃくった。

「気の利かない子ね、すぐに魔女に取り次いで──さっさと家の中に案内しなさいな」

　さすがに、その言い草にはむっときてしまうが、ここで彼女を追い返しては、師匠の方針に逆らうことになる。

　彼女達が依頼人かどうかは知らないが、ここまで来たということは、少なくとも魔女に用があるのは間違いないのだから。

（まずは、話を聞かないとね……）

　追い返したい気持ちをぐっと堪え、ジャスミンは「どうぞ」と家の中に彼らを招き入れた。




　少女の名はイザベル・ブラッシャー、男性の名はミゲル・クライトンと言うらしい。

　少なくとも、横柄な態度で黙ったままの少女に代わり、男性──ミゲルが言うにはそのようだ。

　彼らはジャスミンが魔女本人だと知ると、一瞬不服そうな表情を浮かべた。

（まあ、仕方ないんですけどねっ……！）

　こんな小娘が出てきて「自分が魔女だ」といっても、あまり信頼感は得られないであろう事は、わかっていたからだ。

　フェリックスはそんなことはなかった。驚きはしたけれど、少なくとも不満を抱いたりはしなかったはずだ。

　不意にフェリックスのことを思い出してしまい、一瞬胸が痛む。

　そんな彼女の感傷を打ち破るかのように、机の上に置かれたお茶をひとくち飲んだイザベルは、あからさまに眉をひそめ、小さなため息をついた。

　どうやら、彼女のお気に召さなかったらしい。

（どこのお嬢様なのかしら……）

　世情に疎いジャスミンには、家名を聞いても咄嗟にその家柄を推し量ることはできない。

　彼女はその反応にも不満があるのだろう。

　形の良い眉をぴくりと震わせたのを、ジャスミンは見逃さなかった。

「……さて、そろそろご用件をお伺いしてもよろしいでしょうか」

　ジャスミンが口火を切ると、正面に座った二人はちらりと視線を交わした。そして、男性──ミゲルが口を開く。

「魔女殿は、今この国の情勢をどの程度ご存じかな」

「情勢……？」

　なんだかいきなり難しい話が始まって、ジャスミンは首を傾げた。森の奥の引きこもり魔女である自分には、最新の情報など入ってこない。

　長患いをしているレオナルド王子のことと、それから──。

（フェリックス王子が、婚約者を選ぶ……）

　脳裏にふと浮かんだのは、先ほど新聞で見たばかりの事柄だ。だが、これは今関係あるまい。

　そう思って首を振ったジャスミンだったが、次に続くイザベルの言葉に目を瞠った。

「今ね、第二王子フェリックス殿下の婚約者選びの最中なの。私はその候補の一人で、最有力候補と見做されているわ」

　唐突に出てきたフェリックスの名前、そして「婚約者候補」という名称に心が揺れる。

　そうですか、と呟いた声は自分でもひどいものだったが、イザベルはそのことにさして意識を向けはしなかった。

「ええ、でも──いえ、いいわ。フェリックス殿下の婚約者は、今の候補の中から選ばれるのは確実なこと。わたくしも最有力候補ではあるけれど、まだ予断を許さない状況……」

　そこでイザベルは、突然身を乗り出すとジャスミンの手を握りしめた。ふわりと上品な香水の香りが漂い、どきりとする。

（こういう人が、フェリックスさん……ううん、フェリックス殿下の、婚約者候補なんだ……）

　思い詰めたようにこちらを見上げてくるその表情は、可憐の一言だ。きっと、こういう女性に男性は庇護欲をそそられるのだろう。

（たぶん……フェリックス、殿下も……）

　そう考えると、胸の奥がもやもやする。それを振り払うように、ジャスミンは奥歯を噛みしめると、彼女の言葉の続きを待った。

「……わたくし、どうしても殿下の婚約者に選ばれたいの。だって……彼の事を、あ、愛しているから……」

　伏し目がちにそう告げられ、心臓がまたどくりと嫌な音を立てる。儚げな憂い顔は愛らしく、きっと男性ならば守ってあげたいという気にさせられるのだろう。

（フェリックス殿下は面倒見が良いようだし、きっとこういう方と相性がよさそうよね……）

　少なくとも、自分みたいな可愛げのない女とは違って。

「それでね、お願いなのだけれど……」

「あ、は、はい」

　物思いにふけっていたジャスミンは、イザベルの言葉にはっと顔をあげた。そう、それを聞かなければ話は始まらない。

　嫌な動悸のする心臓を押さえ、ジャスミンは彼女に向き直った。

「その、ね……わたくしに、好意を持つようなお薬を作ってもらえないかと思うのよ」

「好意、ですか……？」

　ううむ、とジャスミンは唸った。それはつまり……。

「惚れ薬、ということでしょうか」

「ま、まあ……そのようなものかしらね。できる？」

　そう問われ、ジャスミンはしばらく考え込んだ。できるか、と聞かれれば、答えはイエスだ。

　まあ、いわゆる「きっかけ」になるよう精神に働きかけをする薬のようなもので、完全に相手の気持ちを操作するようなものではないのだが。

　彼女はフェリックスを愛しているといった。そして、数いる婚約者候補の中で、最有力候補だとも。

　ジャスミンとて、王侯貴族の婚姻における恋愛の優先度の低さくらいは聞いたことがある。フェリックスが相思相愛の相手と結婚生活を送るのは、難しいだろう。

　だが、フェリックスを愛しているという彼女を妻に迎えれば、少なくとも彼自身は愛されて生きることが可能なのだ。

　だったら、その方が良いのでは──そんな風に、ジャスミンの心の中で囁く声がする。

（ただ、相手を少し好ましいと感じるだけの薬だけど……きっかけにはなるでしょうし……）

　実際、そこから本物の愛情が芽生える可能性はある。そうなった方が、フェリックスにとっては幸せなのではないだろうか。

　頭の中でそう囁く声がする。

（そう、だよね……？）

　胸の奥がずきんと痛む。だがそれを無視し、ジャスミンはきゅっと拳を握った。

　きっとその方が良い。

　自分に言い聞かせるように、ジャスミンはその言葉を何度も頭の中で繰り返す。

　きっと彼女なら、フェリックスの心が安らぐ場所になってくれるはず。だって、彼を愛していると言うのだから。

「どうなの……？」

　不安げなイザベルの声に、ジャスミンははっと我に返った。じっとこちらを見つめているミゲルの視線を痛いほどに感じる。

「お引き受け、いたします」

　そう、口に出して答えると、イザベルの表情が一気に明るくなる。きらきらと瞳を輝かせ、礼を言う彼女を見つめ、ジャスミンはなんとなく空虚な気持ちを抱えていた。




　二人が帰った後、ジャスミンはすぐに惚れ薬の調合準備にとりかかった。なんだか、何も考えたくなくて──無心で薬草の種類を確認し、鉱石を砕いて粉末状にする。

　ごり、ごり、と固いものを潰す音が静かな室内に響き、それは夜遅くまで続いていた。







第六話








　さて、どうしたものか。

　ジャスミンは目の前の小瓶を揺らしながら、小さなため息をついた。

　惚れ薬はすでに完成している。あとは街で待っているというあの護衛──ミゲルに連絡をして、取りに来てもらえばいいだけだ。

（そう、そうなんだけど……）

　三日間、一人で作業に没頭したせいか、頭が妙に冷静になってきた今、ジャスミンは本当にこれをイザベルに渡していいのかどうか、わからなくなっていた。

　迷いが生じてしまい──結局連絡をすることなく、一日こうして考え込んでしまっている。

　お陰でもう四日も彼女達を待たせているのだ。

「そうなのよね……」

　意味も無く呟き、ジャスミンはもう一度ため息を漏らした。

　どうやら、彼の婚約者選びや候補の存在にすっかり心を乱されていたらしい。

　夢中になって作業している間は何も考えなくて済んでいた。だが、作り終えて冷静になった今になると、イザベルの言うことには首を傾げざるを得なかった。

　よく考えなくても、薬で人の気持ちを変えようとするような人間が、果たして彼──フェリックスを大切に考えていると言えるだろうか。

　冷静に考えれば、答えはノーだ。

「どうしたものかしら……」

　ぽつり、と呟いた時──玄関のノッカーが激しく打ち鳴らされた。驚いて思わず飛び上がったジャスミンは、そのまま椅子から滑り落ちる。

　がたん、と派手な音を立てて地面に腰を打ち付けてしまい、じわりと目に涙が浮かんだ。

「う、うう……」

　あまりの痛さに腰をさすっていると、がちゃん、と乱暴に玄関扉を開く音があたりに響いた。それから慌てたようにリビングを走り抜けてくる足音がして、誰かが飛び込んでくる。

「おい、大丈夫か……!?」

　背後から聞こえてきた声に、ジャスミンはびくりと身体を震わせた。心臓が跳ね、どくんどくんと大きな音を立て始める。

　彼の声を、聞き間違えるはずもない。うそ、と声にならない声で呟きながら、そっと背後を振り返る。

　そこには、あの日以来久しぶりに見るフェリックスの姿があった。目にした瞬間きゅんと心が疼き、また会えたといううれしさで胸がいっぱいになる。

　しかし、次の瞬間、ジャスミンの頭を支配したのは「どうして彼がここにいるのか」という疑問だった。

　彼に使うという惚れ薬の調合を請け負った後だけに、なんだか後ろめたい気持ちが襲ってきてどぎまぎしながら質問を投げかける。

「え、あの……どうして、ここに……？」

「どうしてもこうしても……その、ジャスミンさんが知らせてくれただろう、薬ができたこと」

「あ……」

　そうだった。すっかり忘れていたが、小鳥に魔法をかけて、手紙を届けてもらったのだった。

　だが、そこにはマイケルの元に取りに行ってもらうよう書いておいたはずだ。

　のろのろと立ち上がり、服についたほこりを払う振りをしながら、ジャスミンは「すみません」と小さな声で呟いた。

「ここじゃなくて、マイケルさんに預けていて……」

「あ、ああ……手紙にも、そう書いてあったな」

　彼の顔を見られない。いったいどういう態度を取ればいいのか、まったくわからない。

（知っているのなら、マイケルさんのところに行けばいいのに……）

　俯いたままそんな事を考えていると、フェリックスが一歩近づく気配がした。

　伸ばされた手に、思わず身を固くして、自分も一歩後ろに下がる。あからさまに避けられて、フェリックスが表情を硬くした。

「ジャスミン、さん……？」

　どこか訝しげな口調で、名前を呼ばれる。しまった、と思うものの、どう取り繕えばいいのかわからない。

　けれど、このままではまずい、という焦りがジャスミンを突き動かした。

「あ、あのっ……」

　何を話せば良いのかも思いつかないまま口を開き、ただがむしゃらに喋り始める。

「す、すみません、これまで失礼な態度を……あの、殿下、フェリックス殿下とお呼びするべきですよね」

「は、え？」

「し、新聞で見ました……その、婚約者選びを始められたって」

　話しているうちに、だんだん悲しくなってきた。声が震え、どんどん早口になっていく。

　彼が何か言おうとしたが、それを遮るかのように、ジャスミンは言葉を紡いだ。

「婚約者候補の方にお会いしましたけど、お綺麗な方じゃないですか。すごい、うらやましいくらいです」

「ま、待て、待っ……」

「早く、秘薬を城に持ち帰って、第一王子殿下に差し上げてください。それで、婚約者の方と仲良くして……ええ、惚れ薬を作って欲しいと依頼なさるほど、殿下のことを愛していらっしゃる方がいるんですもの……っ」

　そこまで言った瞬間、彼のまとう空気が一気に温度を変えた。ひやり、とまるで肌が感じでもしたかのように、一瞬鳥肌が立つ。

「……は？　惚れ薬……だと？」

　低く、唸るようなその声音には、明らかな怒りが滲んでいた。その声に気圧されて、ジャスミンはごくりとつばを飲む。

「まさか、その依頼を……受けたのか？」

「え、ええ……」

「僕に、使うと知っていて……？」

　まるで逃がさないとでも言うように、しっかりと腕を掴まれ、顔を覗き込まれる。だが、後ろめたい気持ちを抱えていたジャスミンは、彼の顔を見ることができず視線を伏せた。

　そのまま小さく頷くと、ぎり、と歯を食いしばる音が聞こえてくる。

　何を言うこともできず、しばらく二人の間に沈黙が落ちた。

「……して……」

　やがて、絞り出すような声がフェリックスの唇から漏れた。何を言ったのかわからず、思わず彼の顔を見てしまう。

　そのことを一瞬後悔するほど、彼の瞳はぎらぎらと輝き、剣呑な雰囲気を醸し出していた。

「どうして！」

　腹の底から響くような唸り声に思わず身を竦める。そんなジャスミンを、彼は掴んだままの腕を乱暴に引っ張り抱き寄せた。

　まるでこちらのことなど考えない荒々しい仕草に、恐ろしさを覚えて身が竦む。さらには力任せに抱きしめられ、一瞬息が詰まった。

「フェ……リ、クス……さ……っ」

「僕の気持ち、全然伝わっていなかった……？　だったら、もっとはっきり……忘れられないくらいに刻んであげるよ」

　そう囁く声は、暗く──まるでフェリックスのものではないようにさえ聞こえる。

　何も答えられずにいると、彼はやすやすとジャスミンを抱え上げ、リビングへと向かった。そのままどさりとソファの上に降ろされたかと思うと、すぐに上から彼がのしかかってくる。

　しっかりと腕を掴まれて押さえられると、ジャスミンには逃げ出すことなど敵わない。

「なっ……」

　思わずあげた声を遮るように、フェリックスは性急に唇を合わせてきた。すぐに舌がにゅるりと入り込んできて、口腔内を蹂躙していく。手加減など一切ない、激しい口付けにすぐに息が苦しくなる。

　だが、それだけではなかった。

　肉厚な彼の舌に自分のものが絡め取られ、にゅるにゅると擦り合わされると、頭の芯が痺れ、なんだかぼうっとする。まるで身体の奥に火を灯されたように、そこから全身が熱くなっていくのを感じ小さく呻く。

「ん、んっ……」

「ジャスミン……っ」

　口の中に、飲み込みきれない唾液が溢れ、びちゃびちゃと音を立てる。じゅる、と音を立ててそれを吸われ、飲み下されると、頭の奥がくらくらして、何も考えられなくなっていく。

　名前を囁く声は熱く、吐く息も同様だ。つ、と飲み込みきれなかった唾液が口の端からこぼれると、それを追いかけるように彼の舌が皮膚をなぞる。

　その感触ですら、甘い刺激になって脳へと伝わり、ジャスミンは熱い息を吐いた。

「は、あっ……んっ」

　同時にローブの裾から侵入してきた指があっさりとドロワーズを剥ぎとり、ふくらはぎをなぞりあげる。それだけで熱を帯びた身体はひくりと戦慄き、肌を辿る指先の感覚をより鮮明に感じてしまう。

　やがて彼の手は、膝の裏を通って太ももへと辿り着いた。内側の柔らかく、元から敏感な場所を硬い皮膚に撫でられると、甘い声が唇から漏れ出すのが止められない。

　そのことに戸惑う暇もなく、彼は迷うことなく服をめくりあげ、更に下腹部、腰のラインをなぞっていく。

　眼差しは冷たく、手つきは少し乱暴だったが、フェリックスが触れていると思うだけで、ジャスミンの身体は素直な反応を示した。

　指先が辿る皮膚の感覚に全神経が集中し、触れられた箇所に新たな熱が生まれていく。ひくひくと身体が揺れ、心地よさが頭の後ろ側へと集まり、だんだんと膨れ上がるのがわかる。

「あっ……」

　彼の大きな手が覆いかぶさるようにして胸に触れ、ジャスミンの唇から声が漏れた。ふにゅりふにゅりと柔らかく膨らみを包み込むようにして揉みしだかれ、身をくねらせる。

　既に乳嘴はつんと立ち上がっており、彼の手に押しつぶされてぴりぴりとした性感を伝えてきた。

「は……っ、あ、んっ……あ、あっ……」

　気持ちが良い。彼の指が与えてくる甘い刺激に夢中になり、そこにばかり意識が向いてしまう。

　気がついた時には、肌着をローブと一緒にめくりあげられていて、彼の眼前には何も身に着けていない素肌の身体が、すっかり晒されていた。

　ふ、と吹きかかる吐息を間近に感じたかと思うと、ぬるりとした感触が肌を這う。

　ジャスミンが止める暇もなく、彼は意地の悪い笑みを浮かべたかと思うとぱくりと頂を口に含み、そこをちゅうっと吸い上げた。

「ふぁあ、あ、あん……っ」

　吸ったり、舐めたり、転がしたり──温かい口の中で嬲られ、目の前に小さな星が散る。もう片方の先端も、指の腹でくりくりとこね回され、その種類の違う刺激に腰が跳ねた。

　優しく指の腹で擦られたり、爪を立てられたりすると、頭の芯がぴりぴりする。

「い、あっ、んぁっ」

　思わず声を漏らすと、ふ、と彼が笑った気配がした。

「敏感だね」

　そう囁かれ、お腹の奥がきゅうっと疼く。身体が震え、とろりと蜜の溢れる感覚がした。

　羞恥で頭がくらくらする。目の奥がじわりと熱くなり、瞳が潤むのがわかった。

「あ、いや……っ、なんか……っ」

「ん、気持ち良いでしょ……？」

　今度は反対の先端を、まるで見せつけるかのようにべろりと舐め、フェリックスは楽しげに囁いた。先ほどまで舌で嬲っていた側は、今度は指で摘ままれ、ゆっくりと捏ねられる。

　まだ唾液のぬめりが残るそこは、先ほどまでとはまた違った快感を呼び起こされ、ますます固く凝った。

　それをゆるゆると擦られると、もどかしい何かがお腹の底からせり上がってくる。

　それを堪えきれずに身体を揺らめかせたジャスミンに気付き、フェリックスの唇が獰猛な笑みを浮かべた。

「ん、ジャスミンさんの身体、まだ覚えているんだね……気持ち良いこと……はっ……身体は、こんなに素直なのにな」

　どこか寂しげな口調でそう囁くと、彼はジャスミンの太ももに手をかけ、持ち上げるようにして一気にそこを割り開いた。

　くち、と小さな水音を立て、秘められた場所がフェリックスの眼前に晒される。

　思ってもみない事態に、ジャスミンの口から悲鳴が漏れた。

「あ、やっ、いやぁっ……！」

「ん、大丈夫……きれいだよ」

　唇を舐め、そこに視線を注いだまま──フェリックスはゆっくりと顔を近づけた。まさかの行動に、ジャスミンは激しく抵抗しようとする。

　だが、しっかりと太ももを押さえつけられ、身体ごとのしかかられてしまえば、そんなものは無意味だった。

「あ、あ……」

　ぐっと腰を持ち上げられ、近づいてきた舌先がゆっくりと花弁をなぞる。その光景から、視線を逸らすことができない。

　自分の見ているものが信じられず、ジャスミンは小さく首を振った。だがそれで、目の前の光景が消えるわけではない。

　生暖かくぬめった感触に、小さく身体が戦慄いた。にゅるにゅると生き物のように舌が蠢き、敏感な粒を探し当てる。

「やっ、フェリックスさ、あ、あぁっ」

　ちょんちょんとそこをつつかれると、腰が浮きそうな感覚がした。唇からは堪えられずに嬌声がこぼれ落ち、与えられた恐ろしいほどの快感に身体が咄嗟に逃げ出そうとする。

　だが、彼はもちろん、ジャスミンを逃がしてくれたりはしなかった。

　しっかりと身体を押さえつけ、愉しげに舌を蠢かせる。

「んっ、ここ……ほら」

「は、あ、や、やあ……っ」

　花芽を探り当てた舌が、ぐるりと周囲をなぞる。そうされると、目の前が一瞬真っ白になり、どこかへ自分が飛んでいきそうな感覚がした。

　だが、それを許さないとでも言うように、フェリックスは唇全体でそこに吸い付くと、ちゅっと粒を吸い上げる。

　びりりっ、と脳天から足の先まで、まるで雷に打たれたかのような刺激が走り抜け、ジャスミンは悲鳴じみた嬌声を漏らした。

　身体が弓なりにしなり、湧き上がる愉悦を堪えようと足の先に力が籠もる。

「ひゃ、い、いやっ……こわいっ……や、あ、ああっ……！」

「ん、こわくないよ……」

　フェリックスはそう囁きながら、尚も舌でそこを舐る。そうされると、ひくんひくんと蜜口が戦慄き、とろりと蜜が溢れるのが感じられた。

　唇からはひっきりなしに甘ったるい喘ぎ声が漏れ、耳を塞ぎたくなる。

（どうしてぇ……!?）

　快感に支配され、思考もままならぬ頭の片隅に浮かぶのは、疑問だけだ。どうして彼がこんなことをするのか、わからない。

　だが、そんな疑問も、波のように繰り返し訪れる快楽の波に、攫われるようにして消えていく。

「ジャ……ン……ん……きだよ……」

「やぁ、らめ、あ、あっ」

　何かを囁いたかと思うと、彼は充血し、膨らみきった花芽に軽く歯を立てた。瞬間、視界が一瞬真っ白に染まり、身体ががくがくと大きく跳ねる。

　ひときわ高い嬌声を漏らし、ジャスミンは一気に高みに昇り詰めた。

　だが、もちろんそれで終わりではない。つぷり、と指が蜜口に差し入れられ、皮膚の硬い指がぐるりと柔らかい場所を撫でる。

　少し性急な仕草だったが、痛みは感じなかった。それどころか、ジャスミンの中はまるで指を歓迎するかのようにきゅうきゅうと収縮し、腰が艶めかしく揺れてしまう。

「あ、はっ……ん」

「は、かわい……」

　ずぶずぶと指を沈み込ませた彼は、そのまま探るように中で動かした。それだけで、お腹の奥が疼くような感覚が湧き上がってくる。

　だが、もどかしさの方ばかりが募って、ジャスミンは軽く唇を噛んだ。

　もっと、強い刺激が欲しい。これじゃ、足りない──。

　そんな思いが脳裏を掠めたその時、彼の指がゆるりとその場所を撫でた。びくん、と身体が戦慄き、ぎゅっと彼の指を締め付けるのが自分でもわかる。

「あ、や、なにっ……」

「ん、ここが……ジャスミンさんが一番気持ち良いとこ、かな」

　そう言って口の端を吊り上げると、フェリックスは丹念にその場所を刺激し始めた。ゆるゆると擦られたかと思うと、ぐっと押し込まれ、更に指を抜き差しされる。その仕草の一つ一つが甘く激しい快楽をジャスミンに与え、どんどん身体が追い詰められていく。

　ぐちゅぐちゅと淫らな水音が辺りに響き、それに呼応するように甘い悲鳴が唇から漏れる。

「あ、あっ……!?」

　不意に花芽をぬるりと舐められ、ジャスミンは腰を跳ねさせた。中と外、両方から刺激された快感の場所は、これまでにないほどの強い悦楽をもたらした。

　がくがくと身体が震え、また頂が近づいているのを感じる。

　それを堪えようとぐっと身体に力を入れた瞬間、ふっとその刺激が止んだ。中から指が引き抜かれ、代わりにぐっと質量のあるものが押しつけられる。

「あ、まっ……」

「ジャスミンさん……」

　二度、三度──ぬるぬるとそれを花弁に擦り付け、蜜をまとわせながら、フェリックスは熱のこもった声で囁いた。それに呼応するかのように、お腹の奥がひくりとうごめき、こぷりと中から蜜が溢れる。

「好きだよ……」

　何かを堪えるように目を細め、フェリックスが囁く。

　その言葉と同時に、熱くて固い彼のものがつぷりと中に潜り込み、隘路を押し広げた。ぞりぞりと中を擦られ、ジャスミンの背筋をぞくぞくとした感覚が走り抜けていく。

　けれど、それよりも──

（いま、なんって……？）

　音は聞こえたが、言っている言葉の意味が一瞬理解できずに混乱する。だが、そんな彼女に言い聞かせるかのように、彼は繰り返しその言葉を囁いた。

「好きなんだ、ジャスミンさん……っ」

「ふぁ、あッ……」

　そのまま一気に貫かれ、ジャスミンの視界がぱちぱちと弾ける。奥まで自分のものを突き入れた彼は、小さく吐息を漏らすと額に浮いた汗を拭った。

「好き……愛してる……」

　ぐっと腰を押しつけ、奥をぐりぐりと擦りながら囁かれると、きゅうきゅうと蜜洞が収縮する。中にある彼のものの形がわかるほどに締め付けてしまうのを感じ、奥から蜜がとろりと溢れた。

　ぐ、と呻いて詰めていた息を吐き出したフェリックスが、じっとジャスミンの顔を見つめる。真剣な光を宿した青い瞳に見つめられ、一瞬息が止まった。

（ほんと、に……）

　理解した瞬間、身体の奥がきゅんと疼いた。こぷり、と新たな蜜が湧き出すのを感じ、思わず身をよじろうとする。

　だが、それをどう捉えたのか──身体を押さえつける腕にぐっと力が籠もり、フェリックスが奥歯を噛みしめた。

　わずかに眉をひそめ、彼は苦しげに口をひらく。

「信じられないなら、何度でも言う──もっと僕を感じて、忘れられないくらいに、何度でも」

　ずるり、と身体の奥まで埋め込まれていた熱杭を、ゆるゆると引きずり出しながら、彼はそう呟いた。あ、と意味の無い言葉を漏らし、その感覚に身震いする。

「愛してる、きみだけ……っ」

　何度も囁きながら、彼はぐちゅぐちゅと淫らな音を立て、ジャスミンの奥へと猛ったものをたたき付けた。それが自分の気持ちの証だと、叫んでいるかのような力強さだ。

　固く、逞しい楔がごりごりと中を擦りあげ、そのたびごとに痺れるような快感がジャスミンを襲う。

　もう、何も考えられない。わかるのは、彼が本気で──自分を愛していると、全身で告げてくれている、そのことだけ。

「ジャスミン……っ」

「あんっ、あ、ああっ……やっ、んぁ……っ」

　だんだんと律動が激しさを増していく。それに翻弄され、ジャスミンの唇からはもう、意味の無い喘ぎ声しか出てこない。

　肌と肌がぶつかり合う乾いた音と、相反するように響き渡る淫らな水音。それがより、この行為の激しさをものがたり、ジャスミンの羞恥を煽る。

「う……っ、ジャスミン、は……っ」

「ひ、あっ……あ、ああっ」

　彼も余裕がないのか、その表情はどこか苦しげだ。しかめられた眉と、額に浮かぶ汗。それから、小さく漏れる艶めかしい声に、お腹の奥がきゅんとする。

　途端に、目の前でまた火花が散った。達しそうな時の合図だ、と気付いた時にはもう遅い。

　容赦ない律動により与えられる、激しい快楽の渦に引き込まれるようにして、ジャスミンはがくがくと身体を跳ねさせた。

　それと同時に、中にある彼のものをぐっと喰い締める感覚がして、フェリックスがうっと息を呑む。

「あっ……そんな、締め……っ」

「あ、ああっ……!?」

　ぐっと腰を引いたフェリックスが、さらに勢いよく熱杭をたたき付けてくる。ぎゅうぎゅうとそれを締め付けながら、ジャスミンの視界が白く染まった。

　それと同時に、彼がうっと呻く声が聞こえ、お腹の奥に熱いものが広がる感覚がする。

　そのままくったりと身体をソファに預け、はあはあと荒い息を吐く。すっかり疲れ切った身体は、もう指一本動かすことすらできそうにない。

「ごめんね、でも……」

　そっと髪を撫でられる感触がする。閉じた瞳に何か温かいものが触れる気配がして、それがゆっくりと遠ざかった。

　それが寂しくて、捕まえたいと思うのに──指がもう、動かない。

（フェリックス、さん……）

　私もあなたが好き。そう伝えられたらいいのに。

　けど、と消えゆく意識の中、ジャスミンは胸の中でぽつりと呟いた。

（私は、辺境の魔女で……親に捨てられた、孤児だもの……）

　王子である彼に釣り合うような、立派な家柄も美貌も、何一つ持っていない。

　それが苦しくて、悲しくて──じわりと目の奥が熱くなる。

「ジャスミン……？」

　ぽろり、と目の端から涙がこぼれ落ちる。それが肌を伝う感覚を最後に──ジャスミンの意識は闇の中に落ちていった。







第七話








　ぐちゅんぐちゅんと、耳を塞ぎたくなるような音が聞こえる。

　暗い室内に灯されているのは、ほんのりと橙色に光るランプが一つだけ。

　──ここに連れてこられて、もう何日が過ぎただろう。

　ジャスミンの家のものとは全く違う、天蓋付きの立派な寝台は、二人で寝てもまだあまりあるほどに広い。滑らかな絹のシーツは、毎日取り替えられていて清潔だ。

　だが、それも今は何とも判別のつかない体液にまみれ、じっとりと湿っている。

　そのシーツをぎゅっと握りしめ、ジャスミンは歯を食いしばって快感に耐えていた。額からはぽたぽたと汗がしたたり落ち、唇の端からは飲み込むことのできなかった唾液が糸を引いている。

「ふ、んっ……」

「ジャスミン……っ」

　背後からうっとりとした声で名を呼ばれ、背筋を熱い唇が這う。その感触に、ジャスミンは身体を震わせた。今の彼女はうつ伏せにされ、腰を抱え上げられた卑猥な体勢で熱杭を受け入れさせられている。

　彼が背後から一突きするたびに身体を甘い痺れが駆け抜けていく。とうとうその快感に抗えなくなったジャスミンの唇から、くぐもった嬌声がこぼれた。

「あ、う、うんっ……あ、は……っ」

　あまりの激しさに息が詰まる。きゅうきゅうと蜜洞が彼のものを締め上げ、その形さえも感じてしまうほどだ。

　は、と背後で荒い息を吐いたフェリックスの指先に力が籠もったかと思うと、ぐっと腰を押しつけられ、奥に擦り付けられる。

「やっ……奥っ、もう……っ」

　柔らかな部分をかき回され、腰から背筋を快感が這い上っていく。逃れようと腰を揺すると、フェリックスが小さく息を詰めた。

　そのまま一旦腰を引いた彼が、奥に叩きつけるように自分のものをねじ込んでくる。

　そうされると、目の前が一瞬真っ白に染まり、びくんびくんと身体が跳ねた。身体の中が波打って、彼のものを喰らうかのように蠢いている。

　蜜の音がぐちゅぐちゅと響き、その音にさえ感じてまた身体の奥が収斂する。それと同時に腹の奥に熱いものがじんわりと広がり、背筋がざわりとした。

「は、はっ……ああっ……！」

「ジャスミン……僕の、僕の……っ」

　うわごとのようにそう繰り返す彼の声は掠れていた。そうだ──もう、こうやって身体を重ねてどれくらいの時間が過ぎたのだろうか。

（もう、毎日……ずっと……）

　寝て、起きて、食事をしたら彼にこうして貫かれて。そんな毎日を繰り返しているせいで、何日経ったのかさえわからない。

　ジャスミンにわかっているのは、あの日──ジャスミンが意識を失っている間に、ここへ連れてこられたこと。

　それから、ここが王城の中にある、フェリックスの私室だということだけだ。

（こんなこと、だめなのに……）

　そう思うのに、強く拒絶することができない。何度も好意をぶつけられ、心が揺らぐ。

（ううん、最初からもう……）

　ぐったりとしながら物思いにふけっていると、背後からぎゅっと抱きしめられ、彼の鼻先がジャスミンの黒髪に埋められた。どうやら彼はこの体勢がお気に入りらしい。

　まだ熱い彼の手が、ゆっくりと素肌を滑り、ジャスミンのささやかな胸をくるりと撫でる。その手つきに、先ほどまでの官能を呼び覚まされ、ツンと胸の先が尖った。

「んっ……」

　ぶるりと身体が震え、ジャスミンの唇からかすかに甘い吐息が漏れる。悪戯な指先が肋骨を辿り、脇腹をくすぐると、だんだんと身体の奥の熱がぶり返してきた。

　ふふ、とフェリックスが背後で笑う気配がして、舌先が耳朶をなぞる。身動ぎをすると、お尻の辺りに熱いものがぐっと押し当てられる感覚がして、ぞくっと背筋に痺れが走った。

「う、うそ……」

　さっき、彼も達したばかりのはずなのに。固く熱い楔の感触に、ジャスミンの瞳におびえが走った。

「ま、まっ、て……」

「だめ」

　にゅる、と足の間にそれを挟み込まれ、ゆるゆると彼が擦り付けてくる。ぐしょぐしょに濡れたままの秘裂は、それを受け入れてぬちぬちと淫猥な音を立てた。さらに、先端で花芽をつつかれると、快感に視界が弾ける。

　とぷり、と蜜を吐き出す感覚がして、ジャスミンの入り口がひくひくと物欲しげに震えた。

「あ、あっ……や、やらぁ……っ」

「いい、の間違いだろ」

　ジャスミンは首を振ると、必死に快楽に抗おうとした。だが、力の入らない身体では、どうしようもない。

　ただ彼の与える甘美な刺激を受け入れ、揺さぶられるだけだ。

「い……あ、あっ……フェリッ……フェリックス、さ──」

「ジャスミン……っ」

　気付けば、いつの間にかくるりと身体を返され、フェリックスが正面からのしかかっている。ぬちりと中に猛った彼のものが侵入し、浅瀬をぐるりと撫でた。

　ついさっきまで彼のものを受け入れていた蜜洞は、まるで歓迎するかのようにうねり、太く固い楔を飲み込んでいく。

「あ、ああ……っ」

　すぐに律動が開始され、がくがくと身体が揺れる。達したばかりの身体は容易に高みへと押し上げられ、視界の端が白く霞んだ。

「愛しているんだ、愛して……」

　は、と荒い息の合間に、フェリックスがそう囁く。狂おしいほどの熱情を孕んだその声が、ジャスミンの迷いを焼き尽くした。

　その後に残るのは、彼への愛しさだけだ。

（もう、だめ……！）

　これ以上、自分の気持ちを誤魔化せない。これだけ一途な気持ちをぶつけられ、求められて──覚悟を決めないわけにはいかなかった。

　──誰に何を言われても、この人の傍にいたい。

「ひ、あ、あぁんっ……ああああっ……！」

　腰を振りながら、彼は顔をジャスミンの胸元に埋め、その先端をちゅうちゅうと吸い上げた。じんじんとした快感が脳天を突き抜け、きゅうきゅうと蜜窟が収縮する。

　それに呼応するかのように、フェリックスの律動が激しさを増す。激しく揺さぶられ、ジャスミンは彼の頭を抱え込むようにしてしがみついた。

　そうしないと、どこかへ飛んで行ってしまいそうで怖い。

「ジャス……ジャスミ……ッ」

　ぐっと彼の腰が押しつけられ、中で彼のものが膨れ上がる感覚がする。焼けるように熱い飛沫が再び注がれるのを感じながら──ジャスミンはそこで意識を途切れさせた。




　ふ、と意識が浮上して、うっすらと目を開く。

　しっかりと分厚いカーテンのかけられた部屋の中は暗いが、その隙間からほんのりと光が差し込んでいるところをみると、どうやら今は昼間のようだ。

　いつもは日が暮れないと起きられない状態だったジャスミンにとって、それは久しぶりに見る日差しだった。

　まだだるさの残る身体にむち打って、どうにか起き上がる。フェリックスが清めてくれたのか、身体はべたついてはおらず、不快感はない。下着だけしか身に着けていないあられもない姿だが、今のジャスミンには着替えを探す余力はなかった。

（フェリックス、さん……？）

　当然ながら、寝台に彼の姿はない。おそらく、いつもジャスミンが寝ている間、フェリックスは自分の立場上するべきことをこなしているのだろう。

　そのうえで夜は、ジャスミンが疲れ果てて起き上がれなくなるまで、あんな風に情熱的に身体を重ねている。

（……身体は持つのかしら）

　ふと脳裏にそんな疑問が浮かび、ジャスミンは頬を赤らめた。けれど、そのことを心のどこかで嬉しく感じている自分がいる。

　心配する一方で、自分を手放したくないというフェリックスの思いが、そうした態度に現れていると感じたからだ。

　そして自分も──そんな彼の傍にいたい。彼を自分が、幸せにしてあげたい。

　決意を胸に、ジャスミンはぎゅっと拳を握りしめ、寝台からそっと抜け出した。

　どうにかこうにか、重たい足を引きずるようにして立ち上がり、窓際まで歩いて行く。

　そろりとカーテンを半分ほど開け、外を見てみると思ったよりも太陽の光が眩しい。目を細め、ジャスミンは庭の様子を眺めた。

　青々とした芝生が敷かれ、その周りを咲き誇る花たちが彩っている。遠くに見える人影は、と目をこらしてみれば、それは隊服を纏った騎士のようだった。

　肩に光るのは、階級章だろうか。太陽の光に反射して、きらきらと輝いている。

「本当にここ、お城なんだわ……」

　特に疑う理由もないので彼の言葉をそのまま鵜呑みにしていたが、自分の目で見ることでようやく実感が沸いてきた。

　はあ、と吐息を漏らしながら、くるりと背後を振り返る。すると、太陽光を浴びて室内の様子がはっきりと見えた。思えば、ここに来てから起きるたびにフェリックスに抱かれ、疲れて眠る生活を繰り返していたせいで、こうして改めて部屋の中を見るのは初めてだ。

　思わずあんぐりと口を開け、目を瞬かせる。

「……無駄に広い……」

　さすが、王子の私室と言うべきか。ただ寝るためだけの寝室でさえ、ジャスミンの部屋の三倍はある。

　広々とした空間に、どんと置かれた寝台と長椅子。壁際にはキャビネットが置かれ、グラスや酒瓶が並べられている。

　少し小さめの本棚には、フェリックスの趣味のものであろう本が並べられ、その前に置かれたローテーブルには読みかけの本が伏せられていた。

　ジャスミンはそこへ近づき、本に手を伸ばす。持ち上げて中身に目を通せば、それはこの国の歴史を詳細に記したもののようだった。

「うわ、難しい本……」

　師匠からは、魔女として役立つ医学や薬学の他には、一般常識程度の教養しか授けられていない。そんなジャスミンにとっては、その本はかなり難解なものだ。

「すごく、真面目なんだな……」

　それに、勤勉だ。

（本当に、こんな方と私が、釣り合うかしら……）

　彼の傍にいたい、その気持ちは揺らがないが、不安はある。だが、何があっても乗り越える覚悟を決めなければ。

　本棚に目を移せば、他に薬学や医学の専門書が並んでいる。どれもこれも、王子という立場にはあまりそぐわないように思われるが、彼なりに病気の兄を案じて勉強していたのだろう。

（そうだ、薬……秘薬は、第一王子殿下の元に届いているのかしら）

　はっと顔を上げ、ジャスミンは立ち上がった。寝室を出ようとして、今の分の格好を思い出す。

（し、下着姿のまんまだった……！）

　慌てて寝台にとって返し、シーツを剥ぎ取ると、ジャスミンはそれで自分の身体をぐるぐる巻にした。それからきょろきょろと部屋の中を見回し、何か着るものがないかと探して見る。

（あ、あそこ……確か……）

　小さな扉が目に入り、ジャスミンはそこへ近寄った。いつのことだったか、あそこからフェリックスが自身の着替えを持って出てきたのを見たことがある。

　おそらく、衣装室になっているのだろう。女性ものがあるとは思えないが、彼のシャツやトラウザーズなら置いてあるはずだ。

　かちゃり、と扉を開け、中に入る。扉の大きさから予想していたより、中はだいぶ広かった。大きな姿見が置かれていて、その周辺の場所が少し空けてあるのは、着替えをここで済ませるためのスペースだろうか。

「こんな風になっていたのね……」

　きょろきょろしながら、目的のものを探す。だが、ずるずるとシーツを引きずっていたせいで、積んであった荷物が崩れ、一番上に置かれていた紙包みがひらりと舞った。

　慌てて拾い上げた表紙に中身が落ちてしまい、ジャスミンは「ああっ」と情けない悲鳴を上げた。

　ばさり、と落ちた布の塊は、おそらく衣服だろう。拾い上げ、汚れがないか確認しようと広げてみて、ジャスミンは驚きに目を瞬かせた。

　その衣服が、白地に青で鳥の刺繍が施された、かわいらしいワンピースだったからだ。

　一瞬、フェリックスが着用したところを想像しかけ、ジャスミンは首を振った。

「い、いやいやいやいや……どう見てもサイズが……そう、サイズ……あっ」

　何かに気付いたジャスミンは、つつつ、と姿見の前まで戻り、自分の身体にそれを宛がってみた。思った通り、ちょうど着られそうなサイズ感だ。

（申し訳ないけど、お借りします……っ）

　どういう経緯でここにあるものかは知らないが、背に腹は変えられない。とりあえず拝借することにして、ワンピースに袖を通す。

　ようやく下着姿から脱却し、ジャスミンはほっと息を吐いた。

　これで、部屋の外に出ても大丈夫だろう。

「それにしても、かわいい服」

　くるり、と姿見の前で一回転。ふわりと膨らむスカートに、なんだか気分が高揚する。

　こんな気持ち。ずっと忘れていた。

　よし、と気合いも新たに衣装室を出て、寝室を通り抜ける。扉を開くと、そこには煌びやかな空間が広がっていた。

　寝室の倍くらいの広さがあり、調度も一目見ただけで高級そうなことが見て取れる。

　ほわぁ、とため息を漏らしながらそこを足早に通り抜け、ジャスミンはいかにも重たそうな扉の取っ手に手をかけた。

　ごくりとつばを飲み込み、ぐっとその取っ手を降ろす。がちゃ、と少しだけ重い音がして、扉がすっと開いた。

（出られる……）

　そのまま扉を開け放とうとしたその時。

「申し訳ございませんが、それ以上は……」

　そう言って扉を押しとどめたのは、扉の前に立っていた騎士だった。濃紺の騎士服に、金のボタン、腰から下げた長剣の柄も、また同じ金色をしている。

　おそらく、城の警備を担っている騎士なのだろう。そういえば、先ほど庭で見た騎士も、同じような色の騎士服を着ていたはずだ。

「フェリックス殿下から、中のお客人を外に出さぬよう、命じられておりますので」

　その騎士から、何の感情もこもらない声でそう言われ、ジャスミンは項垂れた。部屋の扉ががちゃりと閉められ、重たい静寂が辺りを支配する。

　はあ、と重たいため息をついたジャスミンは、仕方なく一番近くにあったソファに腰を下ろした。

　そのまま背もたれに身体を預け、目を閉じる。

　しばらくの間じっとそうしていると、ようやく冷静な思考が戻ってきた。

　そう、考えてみれば、部屋を出たところでどこに行けばいいのかなどわからない。第一王子がどこにいるかなんて知らないし、そもそも何の約束もなく、身元不明なジャスミンが会えるわけもなかった。

　はあ、ともう一度ため息をつき、手近にあったクッションを抱き寄せる。

　柔らかなクッションに顎を預け、ううんと唸ったジャスミンは、はっとあることを思いだして顔を上げた。

（そうだ、もう一つ……大切なことを忘れてた！）

　何かと言われれば、ここに連れてこられる原因の一つとなった、惚れ薬のことだ。

　できあがったら連絡をすると言ったが、そのままになってしまっている。

（まだ、街で連絡を待っているかな……）

　いいや、さすがにないか。ここに来て何日が経っているのかは把握していないけれど、少なくとも四、五日は経過しているはずだ。

　そこまで待たせていれば、彼らももう一度ジャスミンの家を訪れるだろう。そうすれば、そこがもぬけの殻になっていることに気付くに違いない。

「婚約者候補って、言っていたっけな……」

　フェリックスのことを愛しているから、婚約者に選ばれたい。そう訴えていた少女の顔を思い出し、ジャスミンは目を伏せた。

　いくらショックを受けていたからと言って、そんな薬を作るなんて──完全にどうかしていたと、今なら思う。

（彼女と話をしなきゃ……）

　仮にも、魔女として一度は引き受けた仕事だ。それを完遂できないこと、それから──ジャスミンがフェリックスの傍にいることを認めてもらうには、自分できちんと話をつけるしかない。

「けど、どうやって……？」

　名前は憶えている。第二王子の婚約者候補、しかも最有力のとなればおそらく有力貴族だろう。すぐに所在はわかりそうなものだが──。

（問題は、やっぱりここから出られないことなのよねぇ……）

　そうしない限り、自分は胸を張ってフェリックスの傍にはいられない。

　ぎゅっと手を握りしめた時、部屋の扉が叩かれる音がした。

「あ、はい……」

　つい返事をしてしまったが、ここは自分の部屋ではない。しまった、と思ったものの、ジャスミンは「ああ」と小さく呟いた。

（部屋の外にはさっきの騎士様たちがいるんだもの、ここに私がいることはみんな知っているんだ）

　だから、返事をしようとしなかろうと結果は変わらない。肩をすくめ、ジャスミンは扉に視線を向けた。

　入室してきたのは、お仕着せを着た侍女だ。大きなワゴンを押していて、その上には蓋のされた皿がいくつか並んでいる。

　ほんのりと食べ物の良い匂いがして、思わずくんっと鼻を鳴らしてしまう。途端にお腹がくうっと小さな音を立て、ジャスミンは恥ずかしそうにそこを押さえた。

　侍女の様子をそっと伺うが、彼女は特に気にする様子もなく、優雅に一礼する。

「失礼いたします。お食事をお持ちいたしました」

「食事……」

　言われて気付いたが、ここ数日の間まともな食事を摂っていない。おもわずお腹をさすると、彼女は「お待ちください」と短く断りを入れ、手早くジャスミンの前に皿を並べていく。蓋を外すと、湯気の立ち上るスープやパン、それからプレーンのオムレツが姿を現した。

　こうして、温かい料理を食べるのは、本当に久しぶりで、思わず喉が鳴ってしまう。

「い、いいん……ですか……？」

「はい」

　もちろん、とばかりに頷かれ、ジャスミンは恐る恐る手を伸ばした。スプーンを手に取りスープを一口飲むと、ほっと吐息を漏らす。

（んっ……おいしいぃ……）

　寝室に籠もって爛れた毎日を送っていた時は、フェリックスが手ずから軽食を食べさせてくれる以外、食事らしい食事はしていなかった。

　むしろ、疲れ果てて眠っている時間のほうが多かったくらいだ。

　そんなジャスミンの身体に、温かい食事は沁みた。

「ふぁ……おいしかったぁ……」

　供された食事をぺろりと平らげたジャスミンは、満足しきった吐息を漏らした。すっかり膨らんだ胃の辺りを撫でさすっていると、侍女がテーブルの上を速やかに片付けていく。

　その優雅でありながら的確な手さばきを、見るともなく見ていた時──彼女がちらりとこちらを見た。

　視線が一瞬絡み合い、そしてすぐに逸らされる。

　なんとなく不自然さを感じ、思わず身を乗り出した時、侍女はお仕着せのポケットから一通の封書を取り出した。

「こちらを──あなたにお渡しするよう、言いつかってまいりました」

「私に……？」

　一瞬迷うようなそぶりを見せた侍女に、ジャスミンは首を傾げた。この手紙がフェリックスからのものならば、彼女は不審な態度を取る必要はないはずだ。

　他に心当たりはないのだが、一体誰が。

「それでは、失礼いたします」

　封書には名前は書かれていない。表を確認し、裏を返している間に、侍女は「用事は済んだ」と言わんばかりに素早く退出してしまった。

　これでは、手紙が誰からか聞くどころではない。

「中身にはサインしてあるかなぁ……」

　とりあえず、広げてみるしかないだろう。封書をあけると、中からふわりと甘い香りが漂った。

　おそらくこれは、女性ものの香水だ。そう思いながら薄い便せんを引き出して、ゆっくりと開く。

　その一行目に視線を落とし、ジャスミンははっと息を呑んだ。







第八話








　ジャスミンは、緊張気味に窓の前に立つと、そうっとそれを押し開き、外へひょこりと顔を出した。

　手紙に書かれていることが本当なら、この時間は庭の巡回時間から外れている。

「魔女殿」

　かけられた声に一瞬びくりとして──それからゆっくりと声のする方を見れば、そこには先日顔を合わせた、イザベルの護衛ミゲルの姿があった。

「あ……えっと、クライトンさん」

「覚えていらっしゃいましたか……さ、お手を」

　促されるままに手を伸ばせば、ぐっと引っ張り上げられて窓から身体を担ぎ出される。ひえっ、と一瞬息を呑んだが、すぐに地面に降ろされた。

「ついてきてください」

「は、はい……」

　ミゲルはちらりとこちらを振り返ると、そのまますたすたと歩き出す。

　手紙には、惚れ薬のことについて話したいと書かれていた。内容が内容なので、人目につかない場所で会いたいとも。

（しっかり話をしなきゃ……）

　ぎゅっと拳を握りしめ、ジャスミンはその後ろ姿を慌てて追いかけた。




　やがて、辿り着いたのは城の中でも少し入り組んだ場所にある小さな部屋だった。ミゲルに促されるままに中に入れば、そこにはジャスミンに手紙を送った張本人──イザベルの姿があった。

「ごめんなさいね、お呼び立てして」

「いえ……あそこでは、ゆっくりお話しできないでしょうから……」

　椅子にかけるように指図され、ジャスミンは頷いた。少しほこりっぽいのが気になるが、手で払えば大丈夫だろう。

　白いワンピース姿なので、あまり汚したくはないのだが、そうも言っていられない。

（なんて話せば良いかしら……）

　呼び出したというのに、最初の一言以外口を開かないイザベルを前にして、ジャスミンは少し迷う。

（フェリックスさ……いや、殿下、殿下の……）

　しばらく考えた挙げ句、ジャスミンは素直な気持ちを口にすることにした。それが彼女への礼儀だと考えたからだ。

「イザベル様、先日の惚れ薬の件ですけれど──申し訳ありませんが、お渡しすることができなくなりました」

　そこまで言って、ジャスミンは彼女の様子を窺った。イザベルは、ジャスミンが言い終わると同時に眉を跳ね上げ、なんとも言えない表情になる。

「理由を、お聞きしても？」

「……私、が……フェリックス殿下を、好きになってしまっていた──からです」

　取り繕うこともせず。正面から事実を述べる。それが、彼女に対する誠意だと考えたからだ。

　だが、その答えは彼女のお気に召さなかったようだった。

「だから──だからって、どうしてかしら。まさかあなた……自分が殿下の隣に立てる、なんて思っているわけじゃないわよね？」

　イザベルの言葉に、ジャスミンは一瞬息を詰めた。だが、ここで引くわけにはいかない。

　ぐっとお腹に力を込め、真っ直ぐにイザベルの顔を見つめる。

「殿下が望んでくださるなら──そのつもりです」

　はっきりとそう口にすると、イザベルの顔が歪んだ。手にしていた扇子をばしんと机にたたき付け、がたんと椅子を揺らして立ち上がる。

　ぎり、と音がしそうなほどに奥歯を噛みしめながら、彼女は射殺しそうな視線でジャスミンを睨みつけた。

「あなたみたいな、下賎な魔女が……殿下のお隣に立てると本当に思っているの？　まさか、正式な妃に迎えてもらえるなんて夢を見ているわけじゃないわよね。は……っ、馬鹿にして……っ」

　すっかり頭に血が上った様子のイザベルは、入り口近くに控えていたミゲルを振り返ると、大声で叫んだ。

「ミゲル……！　この魔女を始末なさい……！　魔女などと言う得体の知れない存在を頼ろうとしたわたくしが愚かでした。いえ……」

　そこまで言うと、彼女はジャスミンを振り返った。血走った目でこちらを睨みつけると、不意に唇を歪める。

　かわいらしい顔に似合わぬ、醜怪な笑みだ。

「きっとフェリックス殿下は、魔女に薬を盛られたに違いないわ。ああ、殿下……この魔女を片付けて、あなたの目を覚まして差し上げれば、きっとわたくしを選んでくださるはず……さあ、ミゲル！」

「悪いな、魔女殿……」

　ちゃき、と剣を鞘から抜く音がして、白刃が鈍い光を放つ。まさかの事態に、ジャスミンは身体を震わせた。

　まさか、ここまでされるとは。

　怯えて後退るジャスミンに、ミゲルはするすると近づいてくる。

「せめて、苦しまないように──一気にやってやる」

　その言葉どおり、彼は大きく剣を振り上げると、そのままの勢いで斬りかかってきた。普通なら、一撃で即死を免れないだろう。

「ひ、ひっ……！」

　ジャスミンは、両腕を上げ、自らをかばうようにからだを丸めた。ぶわ、と髪が広がる感覚がして、魔力の膜が自らを覆う。

　それに弾かれ、ミゲルの剣がカキンと澄んだ音を立てた。

「なっ──」

　一瞬、何事が起きたのかわからずミゲルが怯んだ。その隙を突いて、ジャスミンはこの場から逃げだそうと扉に向かって走り出す。

　だが、直前まで恐怖に震えていた足はうまく機能せず、縺れて派手に転んでしまった。

　打ち付けた足が痛い。滲む涙をぐっと拭いて、もう一度立ち上がろうとする。

　しかし、すぐに驚愕から立ち直ったミゲルが再び剣を構え、ジャスミンに肉薄した。

（や、だっ……！）

　急いで再び魔力で膜を張ろうとするが、意識してしまうとうまくいかない。他の魔法を発動するにも、戦闘経験など皆無のジャスミンが、今の状況で集中などできるはずがなかった。

　まごまごしている間に追い詰められ、再び白刃が振りかざされる。

　もう、無理かもしれない。ぎゅっと目を閉じ、ジャスミンは来るべき衝撃に供えた。

　早くしなさい、と叫ぶイザベルの金切り声と、ひゅっと刃が風を切る音が、やけにスローモーションに感じられる。

　その瞬間、まぶたの裏に、今一番会いたい──愛する人の面影が浮かび、ジャスミンはその名前を力の限り叫んだ。

「フェリックス、さんっ……！」

　その刹那──どごん、と大きな音がして、すぐ傍の扉が吹っ飛んだ。ぎょっとする間もなく、誰かの叫ぶ声と複数人の荒々しい足音が室内に響いた。

「いたぞ！」

「こっちだ……！」

「なんだ、おまえた……くっ」

「いやっ……なにをするのっ……！」

　一体何が起きたのか把握できず、ジャスミンは身体を縮こまらせた。

　だが、すぐにジャスミンの悲鳴じみた叫び声が聞こえたかと思うと、それから誰かが争うような物音が辺りに響き渡る。

「抵抗しないでください！」

「いやっ……ミゲルっ……」

「イザベルさま……っ」

「大人しくしろと……！」

「なにを……わたくしが誰か、わかっているの……!?」

　どうやら、ミゲルが拘束され、イザベルが必死に抵抗しているようだ。

　がしゃんと椅子の倒れる音と、言い争う声──それから彼女が金切り声で叫ぶのが耳の奥にこだまする。あまりの騒々しさに、耳鳴りがしそうなほどだ。

　だが、そんな中で──ジャスミンの耳は自分の名を呼ぶ声を拾い上げた。

「……っ、ジャスミンっ……！」

「えっ……」

　大きな手が腕を掴んだかと思うと、ぎゅっと腕の中に引き込まれる。力一杯抱きしめられて、その腕の主がフェリックスだとようやく気付いた。

　途端にほっと身体から力が抜け、へなへなと床に崩れ落ちそうになる。

　それを優しく支えられ、ジャスミンは彼の身体にしっかりと抱きついた。

「フェリックスさんっ……」

「よかった……間に合って……」

　何度も頬を髪に擦り付けながら、フェリックスが呟く。その声が震えているのに気が付いて、ジャスミンの胸がぎゅっと苦しくなった。

「ごめんなさい……」

「いや……いいんだ……」

　きみが無事だったんだから、と消え入るような声で囁かれ、もう一度ぎゅうっと抱きしめられる。

　その後ろで、イザベルとミゲルは捕らえられ、がっくりと項垂れながら連行されていった。

　その後ろ姿を見送って、小さく息を吐く。

「大丈夫か？」

　フェリックスの言葉に頷いて、なんとか自力で立とうとしたが──極度の緊張状態から解放されたばかりのジャスミンの足は、がくがくと震えて力が入らない。

　そんな彼女を、フェリックスはふわりと抱きかかえると、部屋へと連れ帰った。

　寝台に横たえられ、医師が呼ばれる。

「だ、大丈夫ですからっ」

「いいから、僕を安心させると思って診察を受けてくれ」

　真摯な瞳に見つめられ、そう懇願されれば、受け入れるほかはない。

　診察の間も、フェリックスは心配そうにこちらを見つめたまま、ずっとジャスミンの傍に寄り添い手を握りしめていた。

（本当に、心配をおかけしてしまった……）

　自身の軽率さを悔やみ、ジャスミンは小さなため息を漏らす。

　そこへ、医師を見送ったフェリックスが戻ってきて、寝台の隅に腰を下ろした。

「ほんとに良かった、間に合って……」

「ごめんなさい、フェリックスさん……」

　フェリックスの指が伸びてきて、ジャスミンの髪をそっと梳く。慈しむようなその手つきに、彼の気持ちを感じて胸が疼いた。

　どうして、他の人に認めてもらわないといけないと考えたのだろう。

　一番に考えるべきは、彼のことだったのに。

　きゅっと唇を噛みしめると、そこを彼の指がそっと撫でた。

「噛まないで……せっかく怪我一つなく戻ってこられたのに」

　囁きと同時に、唇が軽く触れあった。何度か触れるだけの口付けを交わすと、柔らかく抱きしめられる。

「きみが……部屋からいなくなったと知った時、僕はとうとう逃げられてしまったのか、と思った」

　そう話す彼の声は、少し震えていた。咄嗟に「そうじゃない」と口を挟もうとするが、肩を抱く彼の指先に力が込められ、言葉を封じられる。

「……けど、手紙を見つけて。誰かに呼び出されたのだとわかった時、僕はっ……きみを、永遠に失う可能性に……っ」

「フェリックス、さん……？」

　泣いている。彼が顔を埋めた肩口にじんわりと広がる熱いものは、彼の涙だ。

　そう気付いて、ジャスミンはたまらない気持ちになった。ぎゅっと彼の背中に手を回し、力の限り抱きしめる。

「きみを、失うことは耐えられない。好きなんだ、ジャスミン……」

　彼の言葉に、ジャスミンはごくりとつばを飲み込んだ。

（私も、言わなくちゃ……）

　他の誰でもない、彼自身に──伝えておかなければいけない。

「わた、しも……っ」

　彼にしがみつく腕に力を込め、ジャスミンはありったけの思いを彼に伝えるべく口を開いた。びくり、とフェリックスの身体が震える気配がして、その腕に力が籠もる。

　は、と唇から漏れた吐息は熱く、洋服の上からでもわかるほど。

「わたしも……あなたが好き、です」

　そう、はっきりと告げたその瞬間──ジャスミンは荒々しく寝台の上に押し倒された。

　は、と荒い息を吐いたフェリックスが、まっすぐにこちらを見おろしている。青い瞳と視線が交わって、知らず唇から吐息が溢れた。

「本当に……？　これ、僕の都合のいい夢じゃ……ないよな？」

　そう呟きながら、彼は何度もジャスミンの頬を撫でる。その手を取って、ジャスミンは「ううん」と首を横に振った。

「本当です……本当は、ずっと、あなたのこと好きでした。だけど、それを自分でも、受け入れる勇気が出なかった──けど」

　唇に笑みを浮かべ、ジャスミンは真っ直ぐに彼の瞳を見つめて言葉を続けた。

「フェリックスさんが、ずっと私に気持ちを伝えて……私に自信を持たせてくれた……。あなたの隣に、私を望んでくれるんだって、信じて、頑張ってみようと思えたの……」

　そう、それが偽らざる本当の気持ちだ。

　本当はずっと、自分に自信が持てずにいた。師匠にどれだけ愛されていても、親に捨てられたことは、本当は自分の心の奥底に、しこりになって残っていた。

　──だって、自分は魔女だから。親でさえ、恐れて森に捨てるような存在だったから。

　けれど。

　そんな自分に、フェリックスは一途に気持ちをぶつけてくれた。

「あなたと一緒に、生きたい……」

　そう告げると、フェリックスの顔が歓喜に輝く。ゆっくりと顔が近づいて、再び唇が触れあった。

　柔らかな感触に、ほっと温かい気持ちが沸き起こる。

「先ほど……剣を突きつけられているきみを見た時、僕は本当に、生きた心地がしなかった」

　鼻先が触れあうほどの距離で、彼が呟く。

「──あのままきみは殺されてしまって、今自分は都合のいい夢を見ているんじゃないかと、そんな気さえする」

　そこで言葉を切ると、彼はもう一度、今度は少し長めに口付けた。しっとりとした唇の感触が心地良くて、目を閉じる。

「ねえ──だから」

　離れた唇がそっと耳元へと移り、息を吹き込むかのように囁いた。

「きみが生きていることを、実感したい」

　その言葉に、ぞくりと肌が粟立つ。目を開くと、そこには青い瞳に蕩けるような光を浮かべ、こちらを見つめるフェリックスの姿があった。

　触れる手の熱さと、熱っぽい吐息に、彼のしたいことを理解する。

　少しだけためらった後、ジャスミンは小さく頷いた。

　途端に、噛みつくような口付けが降ってくる。唇の隙間から性急に舌が差し入れられ、ジャスミンの身体がぴくりと跳ねた。

　歯列をなぞられ、上顎のあたりを舌先で擦られると、ぞくぞくとした感覚が背筋を這う。あ、と小さな声が漏れた瞬間、さらに奥へと伸ばされた舌が、ジャスミンの舌を絡め取った。

　くちゅくちゅと猥りがましい音を立てながら、舌が擦り合わされ、唾液を啜られる。ごくり、と彼の喉が動いてそれを飲み込まれた事に気付いて、ジャスミンの身体が一気に熱くなっていく。

「ん、あ……っん」

　激しい口付けに、だんだん息ができなくなる。頭がぼんやりとして、時折唇から鼻にかかったような声が漏れた。

　すっかり力の抜けた身体を、フェリックスの手がゆっくりと撫でていく。

　白いワンピースの上から、肩を、腕をゆっくりと辿った手は、腰の辺りで一度動きを止めた。

「この服……」

　さわさわと生地の感触を楽しむように何度か撫でると、彼はくすりと小さく笑みを漏らした。

「よく見つけたね、これ……きみのために、用意しておいたものだったのだけど」

「あ……」

　腰を撫でていた手が、今度はゆっくりとお腹を辿り、胸の付け根へ到達する。わずかに膨らんだ場所をぐるりと指先が這う感覚に、ジャスミンの唇から小さな声が漏れた。

　くるり、くるりと何度かそうしている間に、中心がぷくりと硬さを帯び、柔らかな布地を押し上げる。

　そこを指の腹で擦られて、びくっと腰が跳ねた。

「ねえ、ジャスミン、きみは男が女性に服を贈る意味を知っている？」

「あ、ぁっ……や、あ、し、しらなっ……んっ……」

　柔らかく先端を擦っては、すぐに指を離す。つつ、と膨らみに指を這わせては、今度ぷくりと膨らんだ先端を摘まみ、くりくりと捏ね回す。それは、気持ちが良いが、もどかしい。

　悪戯な指先に翻弄されて、彼の質問にもうまく答えられない。

　だが、彼は質問をしたくせに、ジャスミンの答えを求めているわけではないようだった。どこか楽しげに襟元に手をかけると、きっちりと一番上まで止められたボタンをぷちりと外す。

「それはね……こうして脱がせるため、って言われてる」

　幾つかボタンを外し終わると、フェリックスはその隙間から胸元に手を差し入れた。素肌に彼の指の感触を感じて、ぶるっと身体が震える。

　大きな手のひらに胸をすっぽりと包み込まれ、捏ねるようにして揉まれると、ジャスミンの唇からはまた甘い喘ぎが漏れた。

「正直、そんなこと考えてもみなかったけれど──今なら、あれが本当だったんだ、ってわかるな」

「ふ、あっ、あんっ」

　楽しそうに話をしながら、フェリックスはがばりとジャスミンの胸元をくつろげた。白い肌が彼の眼前に晒され、膨らみの上で尖った乳嘴が、外気を受けてますます堅く凝るのを感じる。

「もう、こんなにして──」

　ぺろり、と唇を舐めた彼の舌が、ゆっくりとそこに近づいた。これまでの経験から、何をされるのか理解して、ジャスミンの身体がずくりと疼く。

　お腹の奥がきゅうっと縮む感覚がして、まだ胸を触られただけなのに、潤んでいるのがわかる。

「んあぅ、あは、あ……っ」

　温かく、湿った口腔内にぱくりと咥え込まれ、ちゅうちゅうと吸い上げられると、これまでとは違った快感が身体を走り抜けた。

「はあ……あったかい……」

　ちゅうちゅうと、まるで幼子のように胸を吸いながら、フェリックスの手がワンピースをどんどんはだけさせていく。

　肌を滑る、少し硬い皮膚の感触。肋骨の辺りをさわさわと撫でたそれが、だんだんと下に移動して、脇腹をくすぐった。

「生きてる、な……」

　不意に、フェリックスはそう呟くと、ジャスミンの胸に顔を埋めた。どくん、どくん、と脈打つ鼓動を確かめているかのように。

「生きて、います」

　彼の柔らかな銀の髪を梳きながらそう囁き返すと、フェリックスの唇に、どこかほっとしたような笑みが浮かんだ。

　はあ、と吐き出す息が、先ほどまで舐られ赤く色づいた先端を掠める。じわりとした快感がそこから広がり、凝った乳嘴がますます疼く。

　その間にも、悪戯な彼の手はおへその周りをくるくるとくすぐり、むずがゆさが身体を駆け抜けた。腰の辺りにうずうずとした感覚がとぐろを巻き、ヒクつく蜜口からとろとろと蜜が溢れてしまう。

「あ、やっ……」

　するり、と手をドロワーズのなかに滑り込まされ、ジャスミンはびくんと身体を反応させた。下腹部の辺りを優しく撫でさすられると、その奥がきゅっと収縮するのがわかる。

　まだ触れられてもいないのに潤んだ秘裂が疼き、ジャスミンは身体を揺らしてその熱を逃がそうとした。けれど、それを見逃すようなフェリックスではない。

「物足りない？」

　揶揄うようにそう囁かれ、顔に血が上る。淫らな反応を示していることが恥ずかしいのに、何度も抱かれた記憶がこの先を期待させる。

（そういう風にしたのは、フェリックスなのに）

　楽しげなフェリックスに恨めしげな視線を向けると、彼はくつりと笑みをこぼした。

「ごめんね、意地悪だった」

　そう囁きながら、ゆっくりと秘裂に指を這わせてくる。ほら、ここ──と耳元で囁く声は、先ほどまでより少し低く、どこか色めいた響を宿していて、ジャスミンの心臓がどくんと大きな音を立てた。

　さわさわと和毛をかき分ける指先の動きと、耳元で聞こえる息づかい。どちらに集中すればいいのかわからなくなって、頭がおかしくなりそうだ。

「っ、ひゃ、あっ……!?」

　不意に、耳殻をぺろりと舐められ大きな叫び声が出てしまう。同時に彼の指先がつぷりと花弁をかき分け、ぬるりと襞を撫でた。

　ぞくぞくっと快感がお腹の奥底から身体を駆け抜け、びくんびくんと腰が跳ねる。

　彼が指を動かすたび、くちゅくちゅと淫らな水音は高くなっていく。やがてぬるぬるとした蜜を纏った指が、蜜口を探り当てつぷりと浅く差し込まれた。

　びく、と震えた身体を落ち着かせるように、彼がもう片方の手で肩を撫で、耳に吐息を吹きかける。

「すごい、ぬるぬるだよ」

「や、だぁ……いわないで……」

　自分でもわかっていたけれど、指摘されると顔から火がでそうなほどに恥ずかしい。けれど彼は、嬉しそうに笑うと「どうして？」と囁いた。

「嬉しいよ、僕の手で、こんなに感じてくれているっていうのは」

「だ、だってぇ……」

　浅い場所で指をあそばせられると、感じる部分が刺激されて官能が身体を走り抜ける。甘ったるい声をあげながら、ジャスミンはいやいやと首を振った。

「こんな、淫らな……嫌われ、ちゃ……っ」

「ばかだな……」

　目を細め、フェリックスは体勢を変えると、彼女の足を持って大きく開かせた。そこは既にてらてらと濡れそぼり、ひくひくと蠢いている。

「や、やだぁ……っ」

　見ないで、と声にならない声で訴えるが、彼の視線はそこに釘付けになったままだ。口元には笑みが浮かび、青い瞳がぎらぎらと輝いている。

「きみをこんな風にしたのは、僕だろ？　他の誰でもなくて……」

　どこかうっとりした声音でそう言うと、彼は唇をぺろりと舐め、そこに顔を近づけた。何をされるのか一瞬で悟ったジャスミンは、逃れようと身体をくねらせるが、そんな抵抗は意味が無い。

　しっかりと足を押さえた彼は、見せつけるように舌を差し出すと、秘裂をべろりと舐めあげた。指よりも柔らかく、それでいて熱い舌の感触に、目眩がしそうだ。

　そのまま彼は、襞を舌で割り、蜜口へと舌を差し込んだ。先ほどまで指で嬲られていた場所へ吸い付かれ、目の前で火花が散る。

「ひぁ……っ、あっ、すっ、あ、ああっ」

　もはや意味を成さない声が唇から溢れ、背筋を逸らせて快感に耐える。けれどフェリックスはそんな彼女を更に追い込むべく、花芽に指を這わせた。

「ほら、ここ……ん、どう……？」

「やぁあ……っ、んっ、んあぁぁっ……！」

　くにくにと優しく弄びながら、中を舌で蹂躙する。じゅるじゅると音が立てて蜜を啜られ、ジャスミンは快感にむせび泣いた。

　目の前がチカチカする。どこかに飛びそうな感覚に支配され、ぎゅっとシーツを握りしめた。

　身体が強ばり、何かがせり上がってくる。

　この感覚を「達する」というのだと教えられたのは、幾度目のことだっただろうか。身を任せれば良いと言われていたが、どうしてもこの瞬間は怯えが先に来る。

　ぎゅっと目を閉じると、ジャスミンのまぶたの裏に星が散った。

「は、や、あ、ああ……きちゃ……来ちゃうっ……」

「ん、もう……達しそう……？」

　じゅる、と吸い上げられ、花芽をくりくりと捏ね回される。もう片方の手が胸の先端を摘まみ、器用に摘まむとくにくにと擦り合わされた。

　敏感な場所を三カ所も刺激され、一気に身体が強ばる。身体の奥が何かを欲しがるかのようにうねり、きゅうきゅうと切なげに収縮を繰り返す。

　身体をくねらせ、切なさに涙を浮かべながら、ジャスミンは身もだえた。どうにかして快感を逃そうとするが、それをフェリックスが許さない。

　再び花芽をちゅうと吸われると、身体の奥からどろりと蜜が溢れ、痺れるような感覚が全身を駆け抜けた。

「あ、ああっ、あっあっ……!!」

　ひときわ大きな声をあげ、ジャスミンは頂点を極めた。ぐっと強ばったからだが一気に弛緩し、シーツを握っていた手が緩む。

　は、と息を吐いたフェリックスがその手を握りしめると、愛しげに頬をすり寄せた。

　その仕草に、きゅうんと胸が甘く疼く。

（私も……）

　彼のために、何かしたい。そう思った時、熱くて硬いものが、太ももの辺りに当たる感触に気が付いた。

　トラウザーズの中で窮屈そうにしているそれの正体に思い至り、顔が熱くなる。

（フェリックスさんの……）

　ごくり、とつばを飲み込むと、ジャスミンはゆっくりとそれに手を伸ばした。布越しに触れたそれは、やはり熱く──思ったよりも質量を感じる。

　すり、と手を動かすと、フェリックスが苦しげな呻き声を上げた。

「ジャスミン……っ」

　はっとして彼の顔を見上げると、その表情は予想とは違い、甘く蕩けている。無意識なのか腰が揺れて、熱く猛ったものをジャスミンの手に擦り付けている。

　おそらく、彼は苦しいのではなく、気持ちが良いのだろう。ごくり、とつばを飲み込むと、ジャスミンはさわさわとそこを撫でた。

　ん、と艶めかしい声をあげ、フェリックスが唇を噛む。

（こんな表情もするのね……）

　なんとなく楽しくなって、ジャスミンは身体を起こすと、トラウザーズの上からゆっくりとそこを撫でさすった。

「ん、んっ……」

　唇を噛み、顔を赤くしたフェリックスが、甘い声を漏らす。

「気持ち良い……んですよね？」

　ジャスミンが問いかけると、彼は小さく頷いた。それと同時に、それはぐっと質量を増し、トラウザーズを窮屈そうに押し上げている。

　なんだか可哀想になって、ジャスミンはベルトに手をかけ、少しもたつきながらそれを外すと、トラウザーズに手をかけた。

　ちらりと彼を見上げるが、止められないところを見ると続きを期待されているのだろう。前立てのボタンを外すと、トラウザーズを下げ、下履きも同様にずり下げる。

　そうすると、ジャスミンの目の前に、天を向いてそそり立った熱杭が姿を現した。

（う、うわぁ……）

　見たことが全くないわけではないのだけれど、こうしてまじまじと見るのは初めてだ。

　ジャスミンは、ごくりとつばを飲み込んだ。

　そっと手で触れると、思ったよりもすべすべしている。ゆっくりと撫でるとぴくりとうごめき、フェリックスがふうふうと荒い息を吐く。

「ジャスミン……っ」

　撫でていた手にぐっとそれを押しつけ、彼が苦しげな声をあげる。どうしたのかと見上げれば、彼は額にびっしりと汗を浮かべ、唇を噛みしめてこちらを見つめていた。

「こ、このままじゃ……生殺しだ、頼む……」

「ど、どうしたら……」

　戸惑ってそう声をあげると、フェリックスが「ぐっ」と息を詰めた。顔が見る間に真っ赤になり、一瞬ジャスミンから目を逸らす。

　まるで初心な男の子のような反応だ。

「フェリックスさん……？」

　ジャスミンが声をかけると、彼は観念したかのように彼女の手を取り、自分のものへと導いた。

「こ、これを……こう、握って……」

「え、ええと……い、痛くないですか？」

「もっと強くても、平気だ」

　そっと手を添えて握らされて、ジャスミンは小さく息を詰めた。大きい、とは思っていたけれど、指が回らないほどだとは。

（こ、こんなのが私の中に入って……っ？）

　そう考えた瞬間、お腹の奥がじわりと火を灯したように熱くなる。とろっと蜜の溢れる感触がして、腰が揺れた。

　は、と小さく息を吐き出し、軽く唇を噛む。

　だが、フェリックスはそんなジャスミンの様子には気付いていないようだった。

「こ、こうして……」

　ジャスミンの手に雄茎を握らせ、その上から自分の手を重ねたフェリックスは、その手を上下に動かし始めた。

　最初はぎこちなかったそれも、先端からぷくりと透明な液体が出てきて全体がぬめりを帯びると、だんだん滑らかになっていく。

「ん、はっ……ジャスミン……っ」

　フェリックスの息がだんだん荒くなり、額には汗が滲む。ぽた、とそれが垂れて、シーツに染みを作った。

　彼の息づかいと、にちゅにちゅという淫靡な音だけがあたりに響く。彼の興奮に当てられるかのように、ジャスミンもまた、気分が高揚していた。

（もっと……）

　もっと、彼を気持ちよくしてあげたい。そう思ったジャスミンの脳裏に、先ほどまでの出来事がフラッシュバックした。

（そうだ……！）

　舌で舐められると、とても気持ちが良い。彼ももしかしたら、そうかもしれない。

　ごくりとつばを飲み、ジャスミンは覚悟を決めた。

　ぬちぬちと彼のものをしごきながら、そっと唇を近づける。彼女が何をしようとしているのか気付いたのか、フェリックスが一瞬「まて……」と言ったような気がする。

　だが、その時にはすでに遅く、ジャスミンの舌が彼のものの先端をぺろりと舐めた。

「う、うぁ……っ」

　途端にフェリックスが先ほどよりも大きな呻き声を上げ、ぐっと手の中のものが質量を増した。

（気持ち良いんだ……！）

　彼の反応に気を良くし、ジャスミンは彼のものをしごきながら先端を舌で舐める。何度かそれを繰り返しているうち、フェリックスがジャスミンの頭をしっかりと押さえ込んだ。

「ごめんっ……」

　そう短く呟いたかと思うと、彼はその猛ったものをジャスミンの口の中へと押し込んだ。そのまま腰を前後させ、彼女の口でしごきあげる。

　息苦しさに呻いたが、舌の上を彼のものが前後すると、なんだか不思議と腰の奥が疼いてくる。

　飲み込めない唾液が彼のものに絡み、ぐちりと卑猥な音を立てた。

「ジャスミンっ……」

　切羽詰まったような声で、フェリックスが名前を呼ぶ。その拍子に思わず口の中のものをじゅっと吸い上げてしまい、ジャスミンは無理矢理それを飲み込んだ。

　すると、フェリックスが小さく呻き、口から自分のものを引っこ抜く。

「う、あっ……」

　おそらくは、ジャスミンの口の中に精を吐き出さないように、という気遣いだったのだろう。だが、判断が遅かったのか、彼女の顔の目の前で白濁が散った。

　どろりとしたものを頭からかぶってしまい、呆然とする。

「っ、く……っ」

　その姿を見た途端、フェリックスはまるで猛獣のようにジャスミンに飛びかかり、再び彼女を仰向けに押し倒した。ふうふうと荒い息を吐きながら硬くて熱い猛りをジャスミンの入り口に擦り付け、くぷりと先端を潜り込ませる。

「ごめっ……も、がまんできないっ……」

　掠れた声でそう囁くと、彼はそのまま一気にジャスミンを貫いた。潤んだ中は、その熱杭を歓迎するかのようにうねり、中へ中へと引き込んでいく。

　挿入れられただけで、ジャスミンの目の前には火花が散り、お腹の奥がきゅううきゅうと収縮してしまう。

「あ、あっ……」

　ぱん、ぱん、と渇いた音を立て、勢いよく彼が腰を打ち付けはじめた。

　硬く膨れ上がった彼のものが、ジャスミンの感じるところをごりごりと擦りあげ、満たしていく。いつもよりも荒々しい行為だというのに、これまでにないほど強い快感に溺れ、ジャスミンの口からあられもない嬌声が溢れた。

「好きだよ、ジャスミン……愛してる……」

　囁く声はどこか切羽詰まっており、彼の限界が近いことを知らせている。

「きみの、笑顔も……僕を自由でいさせてくれるところも……っ」

　ぽたぽたと汗を垂らしながら、フェリックスが真剣な瞳でそう告げた。愛を囁かれ、ジャスミンの蜜洞がきゅうきゅうと彼のものを締め上げる。

「う、あっ……そんなに、締めたら……っ」

「あ、や、ちがっ……だって、おっきい……っ」

　もう、自分でも何を言っているかわからない。彼の動きに翻弄され、ジャスミンはもう甘い声をあげながら乱れることしかできない。

　身体の奥から、止めどなく蜜があふれだし、繋がりあった場所から飛び散っている。それが彼の雄茎の動きを滑らかにし、より一層ジャスミンを責め立てた。

　堪えきれない悦楽に浮かされて、瞳に涙が浮かぶ。何かにすがりつきたくて手を伸ばすと、う、と呻いた彼がその手を握りしめてくれた。

　それにきゅんとして、また彼のものを締め付けてしまう。

「ジャスミン……っ、も、むり……っ」

　苦しげな声に呼応するかのように、抽送がどんどん早くなる。それに揺さぶられ、ジャスミンの黒髪が宙を舞った。

「フェリ……ック、さ……ぁ、ああっ、あんっ、きもち、い……っ、ああっ！」

　金の瞳が愉悦にけぶり、唇からはひっきりなしに甘い喘ぎがこぼれおちる。

　彼が動くたび、触れられていない乳嘴までもが疼き、快感をもたらす。それが切なくて身をよじると、フェリックスが宥めるように舌先を伸ばし、乳輪ごとべろりとなめあげた。

「あ、あっ……それっ、きもちい……っ」

　ジャスミンが喘ぐと、それに気を良くしたのか彼は先端を口に含み、ちゅうちゅうと吸い上げてくる。その間も、身体の奥を穿つ腰の動きは止まらずにジャスミンを攻め立てた。

　びくびくと腰が跳ね、蜜洞を穿つ雄茎の形までもがはっきりと感じとれる。そのたくましさにうっとりと身を任せ、あられもない声をあげて快感を受け入れた。

　やがて、目の前が真っ白になり、ジャスミンはひときわ高い声で啼いた。ぐっちゅぐっちゅと淫らな蜜音が辺りに響き、身体の中の熱杭がまた膨れ上がるのが感じられる。

　むしゃぶりつくようにしてそれを咥え込んだ蜜洞が蠢き、より強い快楽を脳へと伝えた。繋がっている場所が、まるで溶けてしまったかのようにどろどろに感じられ、頭の芯が焼き切れるような感覚に襲われる。

「ふあ、ああ……っ、も、いくっ……！」

「っ、う……っ」

　歯を食いしばり、フェリックスが呻き声を漏らす。それと同時に、ジャスミンの腰を抱く手に力が籠もり、ぐりぐりと最奥に彼の昂ぶりが擦り付けられた。

　それと同時にふわっと身体が浮き上がったような感覚に襲われ、ジャスミンはフェリックスの手を強く握りしめた。

　ふ、とフェリックスが押し殺したような息を吐いた瞬間、お腹の奥にどろりと熱い飛沫が注がれる。途端にどっと身体が重くなり、入っていた力がふっと抜けた。

　お腹の奥でじんわりと広がるその感覚に──ジャスミンはなんだか胸がいっぱいになる。

「ジャスミン……愛してる、ずっと、ずっと一緒にいてくれ……」

　はあはあと荒い息とつきながら、フェリックスが耳元でそう囁く。それに答えようと、ジャスミンは口を開いた。

「うん……絶対……ずっと一緒……」

　そう、声にできたかどうか。しっかりと自分を抱きしめる、硬い身体の感触を感じながら、ジャスミンはゆっくりと眠りに落ちていった。







エピローグ








　あれから約一ヶ月。

　イザベル・ブラッシャーとミゲル・クライトンは、イザベルの父、ブラッシャー侯爵に命じられて今回の騒ぎを起こしたことが騎士団の調べで明らかになった。

　ブラッシャー侯爵はフェリックスに王位を継がせたい派閥のナンバーツーと目される人物である。

　騎士団に所属し、剣ばかり振っているフェリックスを脳筋と侮り、彼を王位に就けた上で国政をのっとろうと画策していたのだ。

　彼らは、捕らえられ、貴族用の幽閉塔である「嘆きの塔」へと収監されている。

　そして、もう一つ。

　フェリックスの兄、レイモンド王子は、ジャスミンの作った魔女の秘薬のおかげでめきめきと快復し、今では寝台の上で起き上がれるまでになったそうだ。

　それをフェリックスから聞かされ、ジャスミンはほっと息を吐き出した。

「ありがとう……ずっと、気になっていたので」

「ああ……もう少ししたら、きみを兄に紹介できるだろう」

「無理は禁物ですよ」

　今後は、秘薬に頼らずとも他の薬で代用できるだろう。通常の「魔女の薬」ならば、作成方法は頭にたたき込まれている。

　ジャスミンが笑うと、フェリックスも破顔し、彼女の頬に唇を寄せた。軽いリップ音がして、ジャスミンが赤面する。

　今や、ジャスミンは正式なフェリックスの婚約者だ。

　魔女の自分では認められないだろう、でも彼の傍にいたい。そのためならどんなことにも耐えるとジャスミンは意気込んでいた。

　だが、彼女の作った「魔女の秘薬」がレイモンドの治療に大いに貢献したことをフェリックスが強く主張し、ジャスミンは「第一王子の命の恩人」という功績をもって、彼の婚約者としてむかえいれられることになったのだ。

　すこしばかり強引だとは思うが、素直に嬉しい。

　さあ、と開いた窓から風が流れ込み、ジャスミンの黒髪をそっと揺らした。きちんと手入れがされるようになった髪は艶を増し、さらさらとなびいている。

　さらに、栄養のある食事をきちんととるようになったおかげか、痩せぎすだった身体にも少しづつ肉がつき、多少は女性らしい丸みをおびるようになってきた。

　それをことのほか喜んだのは、他でもないフェリックスだ。

　今もジャスミンを膝の上に乗せ、後ろからぎゅっと抱きしめて、その感触を楽しんでいる。

「もう……最近重くなってきましたから、もう降ろして」

「いやいや、これじゃまだ軽いな……甘いものを増やそうか？」

　そんな他愛もない会話を交わし、微笑み会う。

（幸せだな……）

　いろいろあったが、今こうして笑い合えるのは本当に幸せだ。

　ふと、フェリックスと視線が合う。彼の顔が近づいてきて、ジャスミンはゆっくりと目を閉じた。
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あとがき








　はじめまして。綾あや瀬せありると申します。

　このたびは「ひきこもり魔女は王子様の甘すぎる求愛に絡めとられて　～媚薬から始まる極上蜜夜～」をお読みいただきありがとうございました。

　いかがでしたでしょうか。引きこもり魔女のジャスミンと、美形の第二王子フェリックス。媚薬から始まる二人の恋模様、お楽しみいただけたならば幸いです。




　さて、こちらの作品には「媚薬」が登場します。やはり魔女が失敗してできるお薬と言えば媚薬というのは定番ですよね（？）

　このお話を書いていた頃、私の中で「かわいくて清純な女の子が媚薬でグズグズになっちゃう」というシチュエーションがかなりアツい時期でした。

　今作ではヒロインが魔女ということもあり、行為そのものについては多少の知識はありつつ、実際にはこうなっちゃうの？　と戸惑う。またヒーローも、自分の手の中で乱れるヒロインに、薬の効果だからと思いつつもドキドキして、ちょっと暴走気味になってしまう。そんな二人の話が読みたい、と思いながら書いたのがこちらの作品になります。

　そんなわけで、ラブシーンにはかなり力を入れた……つもりだったのですが、そこはさすがの濃密ラブルージュ様。

　担当編集さまから「もっと、もっと」と尻を叩かれ、初稿からかなりラブシーンを書き足しました。もりもりです。

　そのお陰で、より良いシーンが書けたと思います！　ぜひぜひそちらのシーンをたっぷりとお楽しみいただければと思います。




　本作の表紙イラストは、氷ひ堂どうれん先生がご担当くださいました。

　ヒーローのフェリックスは格好良く、ヒロインのジャスミンはかわいらしく……とっても素敵に描いていただいております。ありがとうございます！

　また、この作品をより良くするためにご尽力いただきました担当さまならびに、出版に携わってくださいました関係者の皆さま。

　そしてなにより、この作品に目をとめてくださった読者の皆さまに深く感謝いたします。

　また次の作品でお会いできることを祈っております。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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